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巻頭図版 1 北斎院遺跡出上の赤色塗彩土器
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

松下孝幸
*

【キーワード】 :愛媛県、近世人骨、桶棺墓、短頭型、長頭型、骨折

は じめに

愛媛県松山市南江戸 5丁 目に所在する南江戸桑田遺跡は宅地開発に伴って発掘調査がおこなわれた

遺跡である。1988年(昭和63年 )におこなわれた発掘調査で15基の近世墓が検出され、15体の人骨が

出土した。

愛媛県から出土した人骨のうち筆者が調査や研究にかかわったものは、古墳時代人骨が、今治市相

の谷古墳群(1995b)、 今治市二の谷 2号墳(2000a)、 松山市宮前川北斎院遺跡(19988)で、弥生時代から

古墳時代にかけての人骨としては伊予市の原池遺跡石棺出土の熟年の女性骨があり(1998つ、中世人骨

としては、松山市の古照遺跡(松下、1998h)と 七反地遺跡(松下、2000b)お よび人幡浜市のウラシヨウ

ジ遺跡(松下、1999d)の例があるが、近世人骨については本例が今治市矢田平山近世墓(松下、2000c)

に続いて 2例目である。

愛媛県周辺での近世人骨については、山口県では山口市の西小路遺跡(松下、1983の、豊北町大河浜

遺跡(松下・他、1994)、 下松市梅の木原遺跡(松下・他、1986)、 柳井市のを専越遺跡(松下、1997b)、 豊

北町の堤迫・道祖ノ本遺跡(松下・他、1998b)、 阿知須町の神正遺跡(松下、1998c)、 美東町の長登銅

山跡(松下、1998e)ぐ らいしかなく、しかもいづれも少数例ばかりであるし、梅の木原遺跡の場合は火

葬骨であった。北九州市では近世墓地の調査が積極的におこなわれており、貴重な資料が多くなって

きた。上清水遺跡(松下 。他、1992)、 宗玄寺跡(松下、1995al、 普済院跡(松下、1996の、京町遺跡(松下、

1993、 2002)や福岡市の天福寺(中橋、1987)な どは九州の近世人骨の貴重な例として活用されている。

また、広島県の例としては、広島市石佛遺跡(松下・他、 1990)、 東広島市の古市遺跡(松下 ,他、

1992)、 庄原市の一の谷第 7号古墓(松下、1998a)な どがあるが、いずれも少数例である。

南江戸桑田遺跡から出上した近世人骨は発掘時から時間が経ちすぎていたために、頭蓋の所在がわ

からないものもあり、また録存状態も必ずしも良好なものではなかったが、なかには計測ができるも

のもあった。出土人骨の人類学的観察と計測を行ない、周辺地域の資料と比較検討したので、その結

果を報告しておきたい。

資  料
本遺跡から出上した近世人骨は合計 15体で、表 1に示すとおり、この15体のうち成人骨は11体で、

残りの4体は幼小児骨である。成人骨のうち、男性骨は6体、女性骨は5体である。なお、各人骨の

性別 。年令は表 2の とおりである。また、主な人骨の残存部分は図2に示した。

*Takayuki MATSUSHITA

The Doigahallna Site Anthropologictt Museum〔 土井ケ浜遺跡。人類学ミュ_ジアム〕
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資    料

この15体の人骨は、考古学的所見より、近世に属する人骨群である。

計測方法は、Martin_sЛ ler(1957)に よった。また、腫骨の横径はオリビエの方法で計測し、鼻根部に

ついては鈴木(1963)と松下ら(1983)の方法で計測した。

なお、性判別については所見の項でそれぞれの個体ごとにその推定根拠を挙げた。年齢区分に関し

ては表 3の基準のとおりである。

人骨の整理 。復元・計測値の計算、写真の焼き付けなどは、磯部美枝子、松下玲子、中野江里子が

担当した。

表 1 資料数 (Table l.Number of matenals)
成  人    幼小児  合計

男性 女性 不明
6    5    0       4      15

表 2 出土人骨一覧 (Table 2.List of skeletons)
人骨番号  性別  年齢  備考
1号    一  小児  7～ 8歳
2号    女性  壮年
3号    女性  壮年
4号    ―  小児  7歳
5号    一  幼児  5歳
6号    女性  不明  143.92cm(歴骨・左 )
7号    女性  不明
8号    男性  不明  骨折
9号    男性  不明
10号    女性  壮今
H号    男性  不明  159.20cm(携骨・左 )
12号   男性  不明
13号   男性  壮年
14号    ―  幼児  1歳前後
15号   男性  熟年

表 3 年齢区分 (Table 3.D� ision of age)
年齢区分    年     齢

未成人  乳児   1歳 未満
幼児   1歳 ～ 5歳 (第一大臼歯萌出直前まで)
小児   6歳 ～15歳 (第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで)
成年   16歳 ～20歳 (蝶後頭軟骨結合癒合まで)

成人   壮年   21歳 ～39歳 (40歳未満)
熟年   40歳 ～59歳 (60歳未満)
老年   60歳以上

注)成年という用語については土井ケ浜遺跡第14次発掘調査報告書 (1996)を参照されたい。
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

1号墓人骨 (小児 )

発掘調査時の写真には頭蓋が写つているが、頭蓋も歯も現存 していない。四肢骨が残存 していた。

大腿骨の大きさなどから、年齢を7～ 8歳頃と推定 した。

2号墓人骨 (女性・壮年 )

出土状況の写真から、埋葬姿勢は仰臥屈葬のようであるが、本例も桶構を倒して埋置している可能

性が強いので、本来は坐位なのかもしれない。

1.頭蓋

脳頭蓋を復元することができた。頭蓋壁は薄い。前頭部は膨隆しており、外後頭隆起は発達してい

ない。三主縫合はまだ内外両板とも開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が176mm、 頭蓋最大幅は143mmで、頭蓋長幅示数は81.25と なり、

頭型は短頭型(brachykran)である。その他は計測できない。また、顔面頭蓋は残存していない。下顎骨

は左半分が残っていた。径は小さい。

2.歯

下顎骨には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

/765432/1① ② 34567/

見所

〔● :歯槽閉鎖 〇 :歯糟開存 /:不明 ▽ :先天性欠損、

〔1:中切歯、2:側切歯、3:犬歯、4:第一小臼歯、 5

番号は歯種〕

:第二月ヽ白歯、6:第一大臼歯、

7:第二大自歯、8:第三大臼歯〕以下同じ

咬耗度はBrOcaの 1度 (咬耗がエナメル質のみ)である。

3.四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、携骨、尺骨が残存していたが、保存状態はよくない。

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。骨体はかなり細い。三角筋粗面の発達もよくない。

計測値は、中央最大径が16mm(右 )、 17mm(左 )、 中央最小径は12mm(右 )、 13mm(左)で、骨体断面示

数は75,00(右 )、 76.47(左 )と なり、骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は48mm(左 )、 中央周は47mm(右 )、

49alm(左 )で、骨体は著しく細い。

②携骨 。尺骨

携骨も尺骨も両側の骨体が残つていたが、径はかなり小さいものである。

(2)下月支骨

寛骨、大腿骨、腫骨、ルF骨および膝蓋骨が残存していたが、保存状態は悪い。

①大腿骨

左右の骨体が残っていた。径は細く、粗線の発達も者しく悪い。



見所

(女性・壮年 )

図 2-1 人骨の残存部 (ア ミかけ部分 )
(Fig.2‐ 1.Regions of preservation ofthe skeletoni Shaded areas are preserved.)

計測値は、骨体中央矢状径が21mm(右 )、 20mm(左 )、 横径は22mm(右 )、 22mm(左 )で、骨体中央断面

示数は95.45(右 )、 90.91(左 )と なり、粗線はほとんど発達していない。骨体中央周は68mm(右 )、

67nlln(左 )で、骨体はきわめて細い。

②匹骨

両側とも骨体中央部が残存していた。骨体は細い。前縁は鈍縁である。

計測値は、中央履大径が22mm(右 )、 22HIm(左 )、 中央横径は18mm(右 )、 18mm(左)で、中央断面示数

は81.82(右 )、 81.82(左 )と なり、骨体には扁平性は認められない。骨体周は63mm(右 )、 65mm(左 )、 最

小周は62mm(左 )で、骨体は細い。

年 )
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

4.性別 。年令

性別は、前頭部が膨隆しており、四肢骨が著しく小さいことから、女性と推定した。年齢は三主縫

合がいずれも内外両板とも開離していることから壮年と思われる。

3号墓人骨 (女性・壮年 )

写真からの出土状況は右側を下にした側臥屈葬であるが、埋葬施設は桶棺(早桶)を倒して埋置して

いるので、本来は坐位(坐葬)である。ほぼ全身骨が残存していた。

1.頭蓋

脳頭蓋を復元することができた。眉間はやや隆起しており、外後頭隆起部は後方へふくらんでいる。

頭蓋壁は薄く、三主縫合は、内外両板とも開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が 192mm、 頭蓋最大幅は135mmで 、頭蓋長幅示数は70.31と なり、

頭型は長頭型(dohchOkran)に 属している。その他の計測はできない。

顔面骨の一部が残っていた。顔の幅径は広 く、上顔高は低そうである。下顎骨も残存していた。高

径は低い。下顎枝角は大きく、下顎枝は後方へ倒れている。

2H歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯 と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとお りである。

4567//

咬耗度はBЮcaの 1～ 2度である。

3.四月支骨

(1)上版骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、携骨、尺骨が残存していた。

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細く、三角筋粗面の発達も悪い。

計測値は、中央最大径が18mm(右 )、 19mm(左 )、 中央最小径は14Hlm(右 )、 13Hlm(左 )で、骨体断面示

数は77.78(右 )、 68.42(左 )と なり、左側骨体は扁平である。骨体最小周は52mm(右 )、 50mm(左 )、 中央

周は54mm(右 )、 53mm(左 )で、骨体は細い。

②犠骨・尺骨

携骨も尺骨も両側の骨体が残っていた。骨問縁の発達は良好であるが、骨体は細い。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨、ルF骨および膝蓋骨が残存していた。

①寛骨

左側の坐骨が残っていた。耳状面前溝は認められないが、大坐骨切痕の角度は大きい。

②大腿骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細いが、粗線はよく発達している。計測値は、骨体中央矢状径

が22mm(右 )、 23mm(左 )、 横径は23mm(右 )、 26mm(左 )で、骨体中央断面示数は95。 65(右 )、 88.46(左 )と

なり、粗線は発達しているが、骨体両側面の後方への発達は悪い。骨体中央周は71mm(右 )、

77mm(左 )で、骨体は細い。また、上骨体断面示数は77.78(右 )、 75.00(左 )と なり、骨体上部は扁平であ

る。
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③歴骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細 く、前縁は S字状のカーブを描いており、ヒラメ筋線はよく

発達している。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅣ型を呈している。

計測値は、中央最大径が24mm(右 )、 25mm(左 )、 中央横径は18mm(右 )、 16mm(左 )で、中央断面示数

は75.00(右 )、 64.00(左 )と なり、左側骨体は扁平である。骨体周は64mm(右 )、 67mm(左 )、 最小周は

60mm(右 )、 611xm(左)で、骨体は細い。

4.性別 。年令

性別は、大坐骨切痕の角度は大きく、眉上弓の隆起が弱いことから、女性と推定した。年齢は三主

縫合がいずれも内外両板とも開離していることから壮年と思われる。

4号墓人骨 (可 児ヽ)

残存量はきわめて少なく、頭蓋と四肢骨の一部にすぎない。頭蓋は潰れており、復元できない。永

久歯の歯根形成状態から年齢を 7歳 と推定した。

5号墓人骨 (幼児 )

頭蓋と四肢骨が残存 しており、残存量は 4号人骨よりは多い。永久歯の歯根形成状態や四肢骨の大

きさから年齢を 5歳と推定した。

6号墓人骨 (女性 。年齢不明 )

埋葬遺構は桶棺で、やはり桶棺を倒 している。埋葬姿勢は側臥屈葬であるが、本来は坐葬である。

1.頭蓋

残存量は少ないが、残っていたのは上顎骨の一部と下顎骨のみである。出土時の写真では脳頭蓋も

残っているが、現存しない。下顎骨の高径は低い。

2.歯

残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとお りである。

567//

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。

3.四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、携骨、尺骨が残存していた。

①上腕骨

両側とも残存していたが、左側はほぼ完全である。三角筋粗面の発達は比較的良好である。計測値

は、最大長が265mm(左 )、 骨体最小周は53mm(右 )、 56mm(左 )、 中央周は57mm(右 )、 60mm(左 )で、長

厚示数は21。 13(左 )である。また、中央最大径は20mm(右 )、 21mm(左 )、 中央最小径は14mm(右 )、

15mm(左 )で、骨体断面示数は70.00(右 )、 71.43(左 )と なり、骨体は扁平である。

②幌骨・尺骨

撓骨も尺骨も両側とも残っていた。骨体は細いが、骨間縁の発達は良好である。
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松山市南江戸桑田遺跡出上の近世人骨

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨、勝骨および膝蓋骨が残存 していた。

①寛骨

両側とも恥骨を欠損している。大坐骨切痕の角度は大きいが、耳状面前溝は浅い。

②大腿骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細く、粗線の発達もよくない。計測値は、骨体中央矢状径が

23mm(右 )、 22mm(左 )、 横径は24mm(右 )、 25mm(左)で、骨体中央断面示数は95,83(右 )、 88.00(左 )と な

り、粗線と骨体両側面の後方への発達は悪い。骨体中央周は73mm(右 )、 74mm(左 )で、骨体は細い。

また、上骨体断面示数は74.07(右 )と なり、骨体上部は扁平である。

③匹骨

両側とも残存していた。長さは長いものではなく、骨体は細く、ヒラメ筋線の発達も悪い。骨体の

断面形は両側ともヘリチカのV型 を呈している。計測値は、睡骨最大長が300mm(左 )、 骨体周は

66mm(右 )、 65mm(左 )、 最小周は63mm(右 )、 64mm(左 )で、骨体は細く、長厚示数は21.77(左)である。

中央最大径は23mm(右 )、 21mm(左 )、 中央横径は19mm(右 )、 18mm(左 )で、中央断面示数は82.61(右 )、

85。71(左)と なり、骨体にはまったく扁平性は認められない。

4.推定身長値

左側の上腕骨最大長から、Pcarsonお よび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞれ

144,46cm(PearsOn、 左)、 144,73cm(藤井、左)と なり、低身長である。また、左側の腫骨全長および歴

骨最大長から、Pearsonお よび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞれ143.92cln(PearsOn、

左)、 143.95cm(藤 井、左)と なり、やはり低身長である。

5.性別 。年令

性別は、大坐骨切痕の角度が大きく、四肢骨の径力朔 さヽいことから、女性と推定した。年令は不明

である。

7号墓人骨 (女性 。年齢不明)

埋葬遺構は桶棺で、やはり桶棺を倒している。人骨の量が少なく、埋葬姿勢は不明である。

1.頭蓋

両側の上顎骨と右側の頬骨が残存していただけである。

2.歯

遊離歯が残っていた。残存歯は次のとおりである。

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。

3.四月支骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、撓骨、尺骨が残存していた。
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見所

6号人骨 (女性 )

図 2-2 人骨の残存部 (ア ミかけ部分 )
(Fig.2-2.  Regions of preseⅣ ation ofthe skeleton.Shaded areas are preserved.)

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。三角筋粗面の発達は良好で、扁平である。計測値は、中央最大径が

18mm(右 )、 19mm(左 )、 中央最小径は14mm(右 )、 13mm(左)で、骨体断面示数は77.78(右 )、 68.42(左 )と

なり、左側骨体はかなり扁平である。骨体最小周は51mm(右 )、 51mm(左 )、 中央周は53mm(右 )、

54mm(左 )で、骨体は細い。

②撓骨 。尺骨

携骨も尺骨も両側とも残っていた。骨体はかなり細いが、骨間縁の発達は良好である。

⑬
脇
脚
翻
脚
劇
卸

鱒
　
　
　
　
　
　
榊
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松山市南江戸桑田遺跡出上の近世人骨

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨、勝骨および膝蓋骨が残存していた。

①寛骨

両側とも恥骨を欠損している。耳状面前溝は認められないが、大坐骨切痕の角度は大きい。

②大腿骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細く、粗線の発達もよくない。計測値は、骨体中央矢状径が

23mm(右 )、 24mm(左 )、 横径は24mm(右 )、 25mm(左 )で、骨体中央断面示数は95。 83(右 )、 96.00(左 )と な

り、粗線と骨体両側面の後方への発達は悪い。骨体中央周は75mm(右 )、 77mm(左 )で、骨体は細い。

また、上骨体断面示数は68,97(右)と なり、骨体上部はかなり扁平である。

③睡骨

両側とも残存していた。前縁は鋭いが、骨体は細く、ヒラメ筋線の発達も悪い。骨体の断面形は両

側ともヘリチカのV型を呈している。計測値は、中央最大径が24mm(右 )、 22mm(左 )、 中央横径は

18mm(右 )、 18mm(左 )で、中央断面示数は75,00(右 )、 81.82(左 )と なり、骨体には扁平性は認められな

い。骨体周は67alln(右 )、 64mm(左 )、 最小周は62mm(右 )、 62-(左)で、骨体は細い。

4.性別 。年令

性別は、大坐骨切痕の角度が大きく、四肢骨の径が小さいことから、女性と推定した。年令は不明

である。

8号墓人骨 (男性 。年齢不明)

埋葬遺構は桶棺で、桶棺を倒している。埋葬姿勢は坐位と思われるが、頭蓋の位置と向きおよび寛

骨の位置が不自然である。

1.頭蓋

発掘時の写真には保存良好な頭蓋が写つているが、現存しない。残っていたのは遊離歯 1本(下顎

右側中切歯)のみである。咬耗度はBrOcaの 2度(咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ)である。

2.四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、携骨、尺骨が残存していたが、上腕骨は残っていない。

①犠骨・尺骨

右側の携骨と尺骨が残っていた。骨体は大きく、骨間縁の発達も良好である。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、腫骨、隣骨および膝蓋骨が残存していた。

①寛骨

両側とも腸骨・恥骨が残存していた。大坐骨切痕の角度は小さい。左側の寛骨臼には骨折の跡がみ

られる。

②大腿骨

両側の骨体が残存していた。骨体は長く、太く、骨体両側面の発達はきわめて良好である。計測値

は、骨体中央矢状径が32mm(右 )、 31mm(左 )、 横径は23mm(右 )、 27mm(左)で、骨体中央断面示数は

139.13(右 )、 114.81(左 )と なり、骨体両側面は後方へよく発達しており、柱状を呈している。その程度
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ё
縛
棚
爛
蠅
躙
鶉
９

鱒
鯨
脚
脚
酬
酬
側

酬8号人骨 (男性 )

図 2-3 人骨の残存部 (ア ミかけ部分)
(Fig.2-3.Regions of preservation ofthe skeleton.Shaded areas are preserved.)

は縄文人並みである。骨体中央周は87mm(右 )、 86mm(左 )で、骨体は太い。また、上骨体断面示数は

89.29(右 )、 74.19(左 )と なり、左側の骨体上部はかなり扁平である。なお、左側には頸部を中心に骨折

の跡が認められる。

③匹骨

両側とも残存していた。骨体は大きい。ヒラメ筋線の様態は不明である。骨体の断面形は両側とも

ヘリチカのV型を呈している。計測値は、中央最大径が29mm(右 )、 26mm(左 )、 中央横径は22mm(右 )、

22mm(左 )で、中央断面示数は75,86(右 )、 84.62(左)と なり、骨体には扁平性は認められない。骨外周は

8CJ― (右 )、 76mm(左 )、 最小周は76nlm(右 )、 7111m(左 )で、右側骨体は大きい。
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

3.性別 。年令

性別は、大坐骨切痕の角度力Mヽさく、四肢骨の径が大きいことから、男性と推定した。年令は不明

である。

9号墓人骨 (男性・年齢不明 )

埋葬遺構は桶棺で、桶棺を倒して埋置している。埋葬姿勢は本来は坐位であったと思われるが、判

然としない。

1.頭蓋

発掘時の写真には頭蓋が写つているが、残存していたのは顔面頭蓋のごく一部である。

2.歯

遊離歯が残存していた。残存歯は次のとおりである。

咬耗度はBЮcaの 1～ 2度である。

3.四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、携骨、尺骨が残存していた。

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。骨体はやや大きく、三角筋粗面の発達は良好である。計測値は、中央

最大径が22mm(右 )、 22mm(左 )、 中央最小径は16mm(右 )、 17mm(左 )で、骨体断面示数は72.73(右 )、

77.27(左 )と なり、右側骨体はかなり扁平である。骨体最小周は60mm(右 )、 60mm(左 )、 中央周は

65m(右 )、 65mm(左 )で、骨体は大きい。

②撓骨・尺骨

携骨も尺骨も両側とも残っていたが、保存状態はよくない。骨体は太く、骨間縁の発達は良好であ

る。

(2)下】支骨

寛骨、大腿骨、腫骨、隣骨および膝蓋骨が残存していた。

①寛骨

左側の一部が残存していた。大坐骨切痕の角度は明確ではない。

②大腿骨

両側の骨体が残存していたが、左右で骨体の形態が異なっている。骨体はやや太く、左側は骨体両

側面の発達がきわめて良好である。計測値は、骨体中央矢状径が26mm(右 )、 29mm(左 )、 横径は

27mm(右 )、 29mm(左 )で、骨体中央断面示数は96.30(右 )、 100,00(左 )と なり、左側の骨体両側面は後方

へよく発達している。骨体中央周は85mm(右 )、 88mm(左 )で、骨体はやや太い。また、上骨体断面示

数は83.87(右)と なり、右側の骨体上部の扁平性は弱い。

③匹骨

両側とも残存していた。骨体はやや大きい。ヒラメ筋線の様態は不明である。骨体の断面形は両側

ともヘリチカのⅡ型を呈している。計測はほとんどできないが、計測値は、中央最大径が29mm(左 )、
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見所

最小周は74mm(左)で、骨体は太 く、扁平性はまったく認められない。

4.性別 。年令

性別は、四肢骨の径が大きいことから、男性と推定した。年令は不明である。

10号墓人骨 (女性・壮年 )

埋葬遺構は桶棺で、橘棺を倒して埋置している。本例も埋葬姿勢は本来は坐位であったと思われる

が、残 りが少なく判然としない。

1.頭蓋

脳頭蓋と下顎骨が残存していた。頭蓋壁は厚い。外後頭隆起部は突出している。三主縫合のうちラ

ムダ縫合と矢状縫合は内外両板が開離しているが、観察できた冠状縫合左側部は内外両板とも癒合 し

ている。脳頭蓋の計測はできないが、観察したところ、頭型は長頭型に傾いているようである。

下顎骨には歯が 1本 も釘植しておらず、歯槽は萎縮している。上顎左側犬歯、上顎左側第二小臼歯の

2本の遊離歯が残存していた。咬耗は強く、咬耗度はBrOcaの 2度 (咬耗が部分的に象牙質まで及ぶ)

である。

2.四肢骨

(1)上肢骨

肩甲骨、上腕骨、携骨、尺骨が残存していたが、残存量は少ない。

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。骨体は細く、三角筋粗面の発達もよくない。計測値は、中央最大径が

20mm(右 )、 19mm(左 )、 中央最小径は14mm(右 )、 14mm(左 )で、骨体断面示数は70.00(右 )、 73.68(左)と

なり、骨体は扁平である。骨体最小周は53mm(左 )、 中央周は57m(右 )、 57mm(左 )で、骨体はやや細い。

②携骨・尺骨

左側の撓骨と尺骨の骨体が残っていたが、保存状態はよくない。骨体は細い。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、匹骨が残存していた。

①寛骨

右側の大坐骨切痕部が残っていた。その角度は広い。

②大腿骨

両側の骨体が残存していた。粗線は細いが、明瞭である。しかし、骨体両側面の後方への発達はみ

られない。計測値は、骨体中央矢状径が25mm(左 )、 横径は25mm(左 )で、骨体中央断面示数は

100.00(左 )と なるが、これは粗線の発達が良好であるためである。骨体中央周は79ma■(左 )である。ま

た、上骨体断面示数は73.33(右 )と なり、右側の骨体上部はかなり扁平である。

③匹骨

両側とも残存していたが、両側とも中央部のみである。骨体はやや小さい。ヒラメ筋線の様態は不

明である。骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅡ型を呈している。計測値は、中央最大径が

25mm(左 )、 中央横径は16mm(左 )で、中央断面示数は64.00(左)と なり、骨体は扁平である。骨体周は

661m(左 )で、骨体は細い。
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3.性別・年令

性別は、大坐骨切痕の角度が大きく、

が脱落し、歯槽の吸収が認められるが、

ていることから、壮年としておきたい。

松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

四肢骨力Mヽさいことから、女性と推定した。年令は、下顎歯

三主縫合のうちラムダ縫合と矢状縫合が内外両板とも開離し

11号墓人骨 (男性 。年齢不明)

埋葬遺構は桶棺で、本例も棉棺を倒 して埋置している。埋葬姿勢は屈葬であるが、本来は坐位であ

ったと思われる。

1.頭蓋

出土時の写真には保存良好な頭蓋が写つているが、残存 していたのは上顎骨などのごく一部と下顎

骨である。上顎骨歯槽突起には歯槽性突顎の傾向がみられる。

2.歯

歯も残存していた。歯槽の状態と残存歯は次のとおりである。

87654/211① 2345///

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。

3.四月支骨

(1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、撓骨、尺骨が残存していた。

①上腕骨

両側の骨体が残存していた。三角筋粗面の発達は比較的良好である。計測値は、中央最大径が

22mm(右 )、 22mm(左 )、 中央最小径は17mm(右 )、 17mm(左 )で、骨体断面示数は77.27(右 )、 77.27(左 )と

なり、骨体の扁平性はあまり強くない。骨体最小周は62mm(右 )、 61mm(左 )、 中央周は64m(右 )、

65mm(左 )で、骨体はやや太い。

②機骨・尺骨

携骨も尺骨も両側とも残っていた。骨体はあまり太くはないが、骨間縁の発達は良好である。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、腫骨、υF骨、膝蓋骨が残存していた。

①大腿骨

両側の骨体と骨頭が残存していた。粗線や骨体両側面の後方への発達はよくない。計測値は、骨体

中央矢状径が24mm(右 )、 26mm(左 )、 横径は29mm(右 )、 29mm(左)で、骨体中央断面示数は82.76(右 )、

89.66(左 )と なり、粗線や骨体両側面の後方への発達は悪い。骨体中央周は85mm(右 )、 85mm(左)であ

る。また、上骨体断面示数は77.42(右 )、 83.33(左 )と なり、右側の骨体上部は扁平である。

②匹骨

両側とも残存していた。骨体はやや大きい。ヒラメ筋線の様態は不明である。骨体の断面形は両側

ともヘリチカのⅡ型を呈している。計測値は、中央最大径が28mm(右 )、 中央横径は20mm(右)で、中

央断面示数は71.43(右 )と なり、骨体には扁平性は認められない。骨体周は75mm(右 )、 最小周は
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見

68mm(右 )、 69mm(左 )で、骨体は太い。

4.推定身長値

撓骨最大長から、Pcarsonお よび藤井の公式を用いて

推定身長値を算出すると、それぞれ 159。 20cm(PearsOn、

左 )、 157.32cm(藤 井、左)と なり、この推定値は近世人と

しては高身長値である。

5.性別 。年令

性別は、四肢骨の径が大きいことから、男性と推定し

た。年令は不明である。

12号墓人骨 (男性 。年齢不明 )

出土時の写真には頭蓋や寛骨、大腿骨が写つているが、

残存していたのは頭蓋の一部にすぎない。乳様突起はか

なり大きい。遊離歯が 1本 (下顎右側第二大臼歯)残存し

ていた。咬耗度はBrocaの 2度 (咬耗が部分的に象牙質ま

で及ぶ)である。

性別は、乳様突起がかなり大きいことから、男性と推

定したが、年齢は不明である。

13号墓人骨 (男性・壮年 )

発掘時の写真をみると、埋葬施設は桶棺で、膝が立っ

た状態で出上しているので、坐葬であろう。保管されて

いたのは頭蓋のみである。脳頭蓋が残っていたが、接

合・復元できない。頭蓋壁は厚 く、眉上弓の隆起は強い。

乳様突起は大きく、外後頭隆起部は大きく後方へ突出し

ている。矢状縫合とラムダ縫合の観察ができたが、両方

とも内外両板は開離している。上顎骨の左側歯槽突起が

残存していた。

歯槽の状態を歯式で示した。 図 2-4 人骨の残存部 (ア ミかけ部分 )
(Fig 2-4.Regions of preseⅣ ation ofthe

skeleton.Shaded areas are preserved.)

性別は、眉上弓の隆起が強く、乳様突起も大きく、骨壁が厚いことから、男性と推定した。年齢は、

矢状縫合とラムダ縫合の内外両板が開離していることから、壮年と思われる。

⑫
脇
脚
醐
岡
脚
卿
帥

＠
　
　
　
　
　
　
騨
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松山市南江戸桑田遺跡出上の近世人骨

14号墓人骨 (幼児)

坦葬施設は箱棺である。乳歯と永久歯の歯冠の形成程度から、 1歳前後の幼児と推定した。

15号墓人骨 (男性 。熟年 )

埋葬施設はよくわからない。残存していたのは頭蓋のみで、おもに脳頭蓋のうしろ半分である。骨

壁は厚い。眉間はやや隆起し、外後頭隆起部は全体として後方へ突出している。ラムダ縫合は内外両

板とも開離しているが、冠状縫合は内板は癒合し、外板にも癒合が進行している。

性別は、頭蓋壁が厚 く、眉間がやや隆起していることから、男性と推定した。年齢は、ラムダ縫合

では内外両板が開離しているが、冠状縫合では内板は癒合し、外板にも癒合が進行していることから、

熟年としておきたい。

愛媛県矢田平山および山口県、福岡県の近世人骨との比較をおこなってみた。頭蓋と主要な四肢骨

について比較したが、男性の脳頭蓋および男女の顔面頭蓋の計測ができなかったので、頭蓋について

は女性の頭型についてのみ比較検討をおこなった。

1.頭蓋

表 4は女性の脳頭蓋の比較表である。女性 2例について頭蓋長幅示数を算出することができたが、

2例でこの示数値が大きく異なっている。 1例(2号墓人骨)は 81.25と なり、短頭型であるが、もう 1

例(3号墓人骨)は 70。 31と なり、長頭型に属している。この 2例の平均値は、75,78と なり、中頭型に

属していることになるが、実際には中頭型を示すものはなく、平均値が実態を表していない。平均値

を算出する際には十分注意する必要がある。表 4をみてみると、 2号墓人骨の値は表 4では最大値と

なるが、比較資料のなかでは宗玄寺の平均値に近い。一方、 3号墓人骨の値は、最小値となるが、矢

田平山に近い。筆者は、近世人の頭型に関して、考察をおこない、矢田平山の報告書では以下のよう

に述べた。

『頭蓋長幅示数にはかなりはっきりした傾向がうかがえ、北九州市の宗玄寺や福岡市の天福寺など

の都市部の近世人や武家層では、この示数値が中世人よりも大きくなって、頭型としては中頭型に属

するようになるが、上清水のように北九州市でも南部の農村地帯や長崎県五島列島の属島である頭ケ

島の白浜や山口県豊北町の大河浜のような地方の近世人ではまだ頭蓋長幅示数が小さく、中世人なみ

の値で、頭型としては中世人同様、長頭型に属したままである。京町は北九州市の小倉駅のすぐそば

の遺跡であるが、平均値としては長頭型の下限にあり、宗玄寺・天福寺グループと上清水・白浜 。大

河浜グループの中間値を示しており、被葬者の性格を想像することができる。おそらく京町は武家層

を中心としたものではなく、商人、町人、漁民などを埋葬した墓地だった可能性が強い。

矢田平山の頭蓋長幅示数は小さく、同じ愛媛県の七反地中世人と大差なく、上清水、白浜、大河浜

など当時の都会から外れた地方の近世人の特徴を明確に示しており、頭蓋長幅示数のありかたや変化

を知る上で興味深い資料を追加できた。』

本例では頭蓋長幅示数を算出できたものがわずか 2例で、しかも2例に大きな差があるために、南

江戸桑田近世人の頭型が実際は長頭型に傾いているのかどうかは、明確ではない。また、顔面頭蓋の

特徴も明らかにすることができなかったことは残念である。

察考
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察考

2.四肢骨

(1)上腕骨

表 5は男性上腕骨の比較表である。長さは不明である。骨体の大きさを中央周と最小周の値でみて

みると、中央周は開善寺よりも大きいものの、その他の資料よりは小さい。骨体最小周はやはり開善

寺についで小さな値となるが、比較資料の中では、宗玄寺にもっとも近く、骨体は細い。骨体断面示

数は、大河浜、白浜、宗玄寺、生往寺、日焼、開善寺よりも小さく、京町、矢田平山に近いが、矢田

平山よりは骨体の扁平性は強くない。

表 6は女性上腕骨の比較表である。最大長は開善寺、生往寺、上清水よりは大きいが、大河浜、白

浜、日焼、宗玄寺、京町よりは河ヽ さく、長さは短い。中央周は開善寺と大差ないが、他の資料よりは

小さい。最小周は開善寺についで小さく、骨体は細い。骨体断面示数は上清水、白浜、大河浜、矢田

平山よりは大きいが、日焼、生往寺、京町よりは小さく、開善寺、宗玄寺に近い。矢田平山と比較す

れば、骨体の扁平性はこれよりも弱い。

(2)大腿骨

表 7は男性大腿骨の比較表である。骨体の太さを骨体中央周の値でみてみよう。本例の中央周は、

開菩寺、生往寺、宗玄寺、京町よりは大きいが、表 7で最大値を示す矢田平山の91.17mm(左 )よ りは

小さく、また日焼、大河浜、上清水よりも小さい。矢田平山との差はかなり大きい。骨体中央断面示

数は開善寺と大差なく、その他の資料よりは大きい。上骨体断面示数は矢田平山の81.81を 超えて、

表 7では最大値となり、骨体の上部の扁平性は弱い。

表 8は女性大腿骨の比較表である。骨体中央周は開善寺よりは大きいが、大河浜、日焼、上清水よ

りは小さく、宗玄寺、白浜、矢田平山、京町、生往寺に近い。骨体中央断面示数は表 8では上清水に

ついで小さく、矢田平山との差は大きい。また、上骨体断面示数は大河浜、上清水よりも大きいが、

開善寺、宗玄寺、白浜、京町よりは小さく、骨体上部はかなり扁平である。

(3)匹骨

表 9は男性怪骨の比較表である。骨体周は開善寺よりは大きいが、日焼、大河浜、矢田平山、白浜、

上清水よりは小さく、京町、生往寺、宗玄寺と大差ない。また、最小周は大河浜、日焼、矢田平山よ

りは小さいが、開善寺、宗玄寺、京町、生往寺よりも大きく、白浜にもっとも近い。中央骨体断面示

数は生往寺、日焼、開善寺よりは小さいが、大河浜、上清水よりは大きく、矢田平山、京町、宗玄寺、

白浜に近く、骨体には扁平性は認められない。

表 10は女性匹骨の比較表である。最大長は開善寺、京町についで小さく、長さは短い。骨体周は開

善寺についで小さく、生往寺に近い。最小周は開善寺、生往寺、京町、宗玄寺よりは大きいが、大河

浜、日焼、矢田平山、白浜、上清水よりは小さく、骨体は細い。中央骨体断面示数は失田平山、宗玄

寺、日焼、生往寺、京町よりは大きいが、大河浜よりも小さく、開善寺、上清水、白浜と大差なく、

骨体には扁平性は認められない。

3.推定身長値

推定身長が算出できたのは男女それぞれ 1例であった。表 11は男性の比較表である。撓骨からの推

定値は159.20cmで、近世人としてはやや高い。大腿骨からの推定値が得られなかったので、身長値は

明確ではないが、生往寺、宗玄寺、日焼、白浜の例をみてみると、撓骨から算出した値と大腿骨から

算出した値に大きな差がないので、男性の身長値は159cm前後とみられる。
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表 12は女性の比較表である。女性の場合は上腕骨からは 144.46cm、 腫骨からは143.92cmで、身長

はかなり低い。女性の場合も大腿骨からは算出できなかったが、京町、生往寺、宗玄寺では上腕骨、

大腿骨、腫骨からの推定値に大差がない。従つて、本例も144cm前後の身長値とみておいて差し支え

ないようである。

愛媛県松山市南江戸 5丁目に所在する南江戸桑田遺跡が宅地開発に伴つて1988年 (昭和 63年)に発掘

調査がおこなわれた。この発掘調査で 15基の近世墓から15体の人骨が出上した。愛媛県での近世人

骨の報告例はきわめて珍しく、今後、近世人骨の研究にとって貴重な資料となるものである。出土人

骨の人類学的観察や計測をおこない、次の所見を得た。

1.南江戸桑田遺跡から出土 した近世人骨は合計 15体である。そのうち成人骨は11体で、男性骨は

6体、女性骨は 5体である。また、幼小児骨は4体(26.7°/o)であつた。

2。 この15体の人骨は、考古学的所見より、近世に属する人骨である。

3.頭蓋長幅示数が算出できたのは女性 2例 のみで、 1例 は81.25と なり、短頭型に、もう 1例 は

70.31と なり、長頭型に属していた。

4。 顔面頭蓋の観察や計測はできなかった。

5。 鼻根部の観察もできなかった。

6.上腕骨は、男女とも細い。男性では骨体の扁平性はあまり強 くないが、女性骨体はやや扁平であ

る。

7,大腿骨は、男性の骨体はやや細い方で、矢田平山ほど太 くない。女性骨体もやや細いが、矢田平

山よりはわずかに大きい。男性には骨体両側面が後方へ発達 したものがみられたが、女性では粗線

と骨体両側面の後方への発達はみられない。また、男性では骨体上部の扁平性は弱いが、女性はか

なり扁平である。

8.胚骨の大きさは男女とも中程度で、矢田平山ほど太 くはない。また、骨体の扁平性は男女ともに

認められない。

9.男性の推定身長値は 159。 20cm(撓骨からの推定値)と なり、近世人としては高身長に属している。

女性は144.46cm(上 腕骨からの推定値)、 143.92cm(腫 骨からの推定値)と なり、低身長値である。 男

女ともに大腿骨からの推定値を算出することができなかったが、他の資料とも検討 してみたとこ

ろ、大腿骨からの推定値もこの推定値と大差ないものと推定され、男性はやや高身長、女性は低身

長と思われる。

10。 左側股関節の骨折例が 1例みられた(8号墓人骨、男性)。

H.筆者がかかわつた愛媛県での近世人骨の報告例が本遺跡で 2遺跡目になった。初例は今治市の矢

田平山遺跡出土人骨である。矢田平山近世人には、中世人の特徴である長頭性、鼻根部の扁平性、

歯槽性突顎のうち長頭性、鼻根部の扁平性が認められ、北九州地域の都市部とは違い、山口県豊北

町や北九州南部の農村地域、あるいは長崎県五島列島の島などと同じような傾向が認められ、近世

において都市部と地方、あるいは階層による差異が次第に明らかになってきた。松山市平野に位置

する本遺跡から出土 した近世人骨にはどのような特徴があるのか、興味深く、人骨を観察・計測し、

その結果を考察してきた。埋葬施設が桶棺(早桶)であるにもかかわらず、桶を垂直に埋置するので

約要
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はなく、わざわざ倒 している。これは新 しい埋葬様式が導入されても、遺体を座らせて葬ることに

抵抗があり、わざと寝かせて埋葬することを意図したものかもしれない。出土時の写真をみると、

保存状態のいい頭蓋が残っていたようであるが、残念ながら今回はその頭蓋を見出すことができな

かったので、本近世人の頭蓋の特徴が明らかにならなかった。ただ女性 2例 については頭型を明ら

かにすることができた。短頭型と長頭型という相反する頭型であったために、本近世人の頭型を一

言で言い表すことができなかった。しかし、短頭型といっても中頭型に近いものであるので、本近

世人が短頭型に傾 くとは考えがたい。問題は長頭性の程度なのであるが、これは新たな人骨が出土

し、考察をおこなう際に検討 してみたい。四肢骨については、骨体が男女とも細 く、矢田平山近世

人との差がかなり大きい。推定身長は、男性は近世人としてはやゃ高身長に、女性は低身長である

ことが予想された。一般的な傾向として地方の方が身長がやや高い傾向にある。男性のやや高めの

身長はこの傾向に通 じるものかもしれない。四肢骨が矢田平山近世人よりも細いことなどは彼 らと

は異なった生業に携わっていた可能性が強い。本遺跡の埋葬様式や出土遺物から被葬者の所属 して

いた階層や生業形態が知 りたいところである。愛媛県での近世人骨の特徴にはまだ謎が多い。今後

の出土例の増加を待ってさらに検討を深めていきたい。
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≪掴筆するにあたり、本研究 と発表の機会を与えていただいた松山市埋蔵文化財センターの皆様方
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8 
 3
3

77
79
 1
0 
 7
76
8 
 2
5

10
06
0 
10
  
99
22
  
27

14
70
8 
10
 1
48
00
  
25

49
69
1 
 1
3 
50
02
3 
 3
2

30
12
0 
13
 3
13
54
  
34

35
71
3 
 8
 3
66
00
  
25

17
65
7 
38
  
17
47
  
2

13
15
0 
38
  
13
35
  
2

12
80
0 
35
  
13
27
  
2

73
50
 3
8 
  
76
5 
 2

74
53
 3
5 
  
76
1 
 2

97
73
 3
5 
  
99
4 
 2

14
40
0 
  
  
  
--
  
  
2

49
3 
  
 3
6 
 4
97
4 
 2

29
50
0 
35
  
30
30
  
2

35
20
0 
34
  
36
42
  
2

17
95
0 
 1
2 
 1
78
83

13
40
0 
 1
1 
 1
28
73

13
30
0 
 1
1 
 1
30
91

74
66
  
11
  
 7
22
4

74
09
  
11
  
 7
34
3

99
35
  
11
  
10
17
3

14
88
3 
 1
1 
 1
45
97

50
80
0 
 1
0 
 4
96
30

30
30
0 
 1
1 
 2
94
91

37
50
0 
 1
1 
 3
64
45

17
6

14
3 81
25

19
2

13
5 70
31

17
23
3 
24

13
62
0 
24

13
20
0 
10

78
71
  
22

77
43
 1
0

10
23
4 
 8

14
38
3 
 8

49
62
5 
11

30
87
5 
15

35
95
0 
 8

17
27
1 
 7

13
65
0 
 8

13
63
3 
 5

79
40
  
4

78
48
  
4

99
61
  
3

14
90
7 
 3

49
89
7 
 1

30
90
3 
 3

36
44
8 
 2

一 　 一 　 一 　 一 　 一

表
5 
上
腕
骨
計
沢
1値
(男
性
、
右
、
mm
)(
Ta
bl
e 
5.
Co
m
pa
ns
on
 O
f 
me
as
ur
em
en
ts
 a
nd
 i
nd
be
s 
of
 m
al
e 
ng
ht
 h
um
en
)

募 腎 計 計 苗 Ⅶ 脚 田 肺 事 Ｖ 昨 ё 由 醇 ＞ 中

― 中 Ю 　 Ｉ

南
江
戸
桑
田

近
世
人

愛
媛
県

矢
田
平
山
  
 
大
河
浜
  
 
開
善
寺

近
世
人
  
 
近
世
人
  
 
近
世
人

登
媛
県
  
 
山
口
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)
  
 (
松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M 
  
n 
 M

生
往
寺
  
 
宗
玄
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

日
 
焼
  
 
白
 
浜

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
長
崎
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

京
 
町

近
世
人

福
岡
県

(松
下
)

n 
 M

上
清
水

近
世
人

福
岡
県

(松
下
・
他
)

n 
  
M

1 
  
上
腕
骨
最
大
長

5 
 
中
央
最
大
径

6 
 
中
央
最
小
径

7 
 
骨
体
最
小
周

7(
a)
 
中
央
周

6/
5 
 
骨
体
断
面
示
数

7/
1 
 
長
厚
示
数

2 
 2
20
0

2 
 1
65
0

2 
 6
10
0

2 
 6
45
0

2 
 7
50
0

5 
 2
23
0

5 
 1
70
0

5 
 6
28
0

5 
 6
68
0

5 
 7
45
8

5 
28
74
0

11
2 
 2
25
6

11
2 
 1
69
6

89
  
62
13

11
2 
 6
63
4

11
2 
 7
53
8

4 
 2
13
9

12
  
29
17
5

18
  
 2
30
6

18
  
 1
77
8

17
  
 6
53
5

18
  
67
17

18
  
 7
75
6

11
  
 2
15
8

23
  
29
06
1

57
  
 2
20
5

57
  
 1
71
6

49
  
 6
18
4

57
  
 6
57
4

57
  
 7
80
1

18
  
21
39

3 
 2
86
33
  
  
1 
 2
79

4 
  
23
25
  
 1
0 
  
20
20

4 
  
18
25
  
 1
0 
  
15
40

4 
  
65
50
  
 1
1 
  
57
45

4 
  
69
00
  
 1
0 
  
60
10

4 
  
80
07
  
 1
0 
  
76
71

3 
  
22
62
  
  
1 
  
20
43

1 
(3
01
) 
  
  
1 
30
1 
  
  
  
8 
29
27
5

11
  
 2
29
1 
  
 3
  
23
67
  
  
18
  
22
28

11
  
 1
70
0 
  
2 
 1
80
0 
  
 1
8 
 1
73
9

8 
  
62
25
  
 3
  
64
00
  
  
18
  
63
00

11
  
 6
69
1 
  
2 
67
50
  
 1
8 
 6
68
9

11
  
 7
43
2 
  
2 
 7
69
1 
  
 1
8 
 7
82
4

1 
 (
20
60
) 
 1
  
21
59
  
  
 8
  
21
70

表
6 
上
腕
骨
計
測
値
(女
性
、
右
、
mm
)(
Ta
Ы
e 
6.
Co
mp
at
ts
on
 o
f 
me
as
ur
em
en
ts
 a
nd
 i
nd
ic
es
 o
ff
em
al
e 
ng
ht
 h
um
en
)

南
江
戸
桑
田
  
矢
田
平
山

近
世
人
  
 
近
世
人

愛
媛
県
  
 
愛
媛
県

(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

大
河
浜
  
 
開
善
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

山
口
県
  
 
福
岡
県

(松
下
)
  
 (
松
下
)

n 
 M
 
  
 n
  
M

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
。
他
)

n 
 M
  
  
n 
  
M

日
 
焼
  
 
白
 
浜

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
長
崎
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

1 
  
上
腕
骨
最
大
長

5 
 
中
央
最
大
径

6 
 
中
央
最
小
径

7 
 
骨
体
最
小
周

7(
a)
 
中
央
周

6/
5 
 
骨
体
断
面
示
数

7/
1 
 
長
厚
示
数

1 
26
5 
(左
) 
  
 
一

5 
 1
84
0 
  
  
2 
 1
95
0

5 
 1
86
0 
  
  
2 
 1
40
0

3 
 5
20
0 
  
  
2 
 5
40
0

5 
 5
36
0 
  
  
2 
 5
55
0

5 
 7
41
1 
  
  
 2
  
71
71

1 
21
13
(左
) 
  
一

3 
 2
95
00

3 
  
22
00

3 
  
15
67

3 
  
60
00

3 
  
64
33

3 
  
71
31

3 
  
20
38

1 
 2
42
7 
  
18
57

7 
  
13
86

7 
  
50
43

7 
  
53
86

7 
  
74
81

1 
  
19
01

5 
26
82
0

46
  
19
43

46
  
14
65

37
  
53
62

46
  
56
65

6 
 7
57
1

5 
 1
98
7

26
02
6
19
76
15
18
54
50
58
12
77
09
20
34

26
98
3 
  
 1

19
80
  
 1
4

14
66
  
 1
4

54
47
  
  
8

57
64
  
 1
4

74
27
  
 1
4

20
20
  
 1

26
2 
  
  
2(
27
10
0)
(左
) 
6 
28
13
3

20
93
  
3 
 2
20
0 
  
 1
1 
 2
06
4

14
71
  
3 
 1
70
0 
  
 1
1 
 1
47
3

55
50
  
3 
 5
90
0 
  
 1
1 
 5
52
7

60
07
  
3 
 6
40
0 
  
 1
2 
 5
87
5

70
49
  
3 
 7
72
7 
  
 1
1 
 7
15
2

16
41
  
2 
(2
25
1)
(左
) 
6 
 2
02
0



表
7 
大
腿
骨
計
測
値
(男
性
、
右
、
mm
)(
Ta
bl
e 
7.
Co
mp
at
ts
on
 o
f 
me
as
ur
em
en
ts
 a
nd
 i
nd
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es
 o
f 
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 n
gh
t 
fe
mO
ra
)

南
江
戸
桑
田
  
矢
田
平
山

近
世
人
  
 
近
世
人

愛
媛
県
  
 
愛
媛
県

(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

大
河
浜
  
 
開
善
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

山
口
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
  
M 
  
 n
  
 M

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
・
他
)

n 
 M
  
  
n 
  
M

日
 
焼
  
 
白
 
浜

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
長
崎
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

1 
  
最
大
長
  
  
  
  
 
―

2 
  
自
然
位
全
長
  
  
  
 
―

6 
 
骨
体
中
央
矢
状
径
  
3 
27
33

7 
 
骨
体
中
央
横
径
  
 3
 2
63
3

8 
 
骨
体
中
央
周
  
  
3 
85
67

9 
 
骨
体
上
横
径
  
  
3 
30
00

10
  
骨
体
上
矢
状
径
  
 3
 2
50
0

3/
2 
 
長
厚
示
数
  
  
  
  
―

6/
7 
 
骨
体
中
央
断
面
示
数
 3
10
60
6

10
/9
 
上
骨
体
断
面
示
数
  
3 
83
53

- 
  
  
 4

- 
  
  
4

7 
28
71
(左
)4

7 
29
43
(左
) 
4

7 
91
86
(左
)4

6 
 3
18
3 
  
  
4

6 
 2
58
3 
  
  
4

- 
  
4

7 
98
83
(左
) 
4

6 
 8
18
1 
  
  
4

40
12
5 
  
1

39
80
0 
  
1

2
82
5 
  
6

2
80
0 
  
6

8
87
5 
  
6

3
52
5 
 1
1

2
52
5 
 1
1

2
21
6 
  
1

10
06
4 
  
6

7
20
4 
 1
1

38
9 
  
  
 1
5 
40
12
7

38
7 
  
  
 1
4 
39
85
0

26
50
  
16
2 
 2
65
6

24
83
  
16
2 
 2
69
9

81
 1
7 
 1
61
  
 8
49
1

29
27
  
13
7 
 3
19
3

22
91
  
13
6 
 2
44
1

23
  
  
  
13
  
20
44

10
69
9 
 1
62
  
98
98

78
40
  
13
6 
 7
69
4

8 
 4
05
75

7 
40
34
3

23
  
 2
64
8

23
  
 2
58
3

23
  
 8
23
0

20
  
 3
05
0

20
  
 2
39
0

6 
  
20
24

23
  
10
29
4

20
  
 7
85
3

23
  
40
78
3

24
  
40
17
5

45
  
 2
67
8

45
  
 2
59
3

44
  
 8
34
1

47
  
 3
12
8

47
  
 2
44
9

16
  
 2
08
7

45
  
10
33
2

47
  
 7
8.
57

8 8 8 9 9

- 
  
 1
 4
13
  
  
  
12
 4
18
25

- 
  
  
1 
41
2 
  
  
 1
2 
41
52
5

26
63
  
4 
29
00
(左
) 
16
  
27
50

29
38
  
5 
28
20
(左
) 
16
  
26
19

88
50
  
4 
89
75
(左
) 
16
  
84
88

33
56
 5
 3
10
0(
左
)1
6 
 3
23
1

24
11
  
5 
25
20
(左
) 
16
  
24
38

- 
  
  
1 
 2
23
3 
  
 1
2 
 2
07
8

91
51
  
4 
10
41
5(
左
) 
16
 1
05
25

72
65
  
5 
81
71
(左
) 
16
  
75
53
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表
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大
腿
骨
計
測
値
(女
性
、
右
、
mm
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Ы
e 
8.
Co
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at
ts
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f 
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ur
em
en
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 a
nd
 i
nd
tt
es
 o
f
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em
al
e 
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gh
t 
fe
mo
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)

南
江
戸
桑
田
  
矢
田
平
山

近
世
人
  
 
近
世
人

愛
媛
県
  
 
愛
媛
県

(松
下
)

大
河
浜

近
世
人

山
口
県

(松
下
)

開
善
寺

近
世
人

福
岡
県

(松
下
)

宗
玄
寺

近
世
人

福
岡
県

(
松
下
)

n 
 M

上
清
水

近
世
人

福
岡
県

(松
下
・
他
)

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

日
 
焼
  
 
白
 
浜

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
長
崎
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

n 
 M
  
  
 n
  
M 
  
 n
  
M 
  
 n
  
M

1 
  
  
最
大
長
  
  
  
  
  
  
  
 
― -
  
  
  
 1
  
37
7 
  
  
 2
  
40
35
0 
  
2 
 3
70
00
  
  
6 
36
71
7 
  
 4
 3
60
50
  
 1
5 
37
09
3 
  
 3
  
37
16
7 
  
2 
39
35
0 
  
 7
 3
86
29

2 
  
自
然
位
全
長
  
  
  
 
―
  
  
  
 -
  
 2
 3
94
50
  
2 
36
60
0 
 5
36
88
0 
 4
35
60
0 
 1
43
67
64
  
1 
36
2 
  
2 
38
95
0 
 7
38
31
4

6 
  
  
骨
体
中
央
矢
状
准登
  
 5
  
22
80
(左
) 
 6
  
 2
36
7 
  
 3
  
 2
66
7 
  
8 
  
22
75
  
 8
7 
 2
31
3 
  
16
  
23
06
  
 4
9 
 
23
22
  
 1
7 
  
22
24
  
 4
  
25
25
  
 1
3 
 2
47
7

7 
  
  
骨
体
中
央
横
径
  
  
 5
  
24
60
(左
) 
 6
  
 2
36
7 
  
 3
  
 2
80
0 
  
8 
  
22
63
  
 8
7 
 2
35
2 
  
17
  
23
71
  
  
49
 
 2
38
6 
  
17
  
 2
57
6 
  
4 
 2
50
0 
  
13
  
22
77

8 
  
  
骨
体
中
央
周
  
  
  
 5
  
74
80
(左
) 
 6
  
 7
38
3 
  
 3
  
 8
66
7 
  
8 
  
71
50
  
 8
7 
 7
34
8 
  
16
  
73
44
  
 4
9 
 7
41
8 
  
17
  
 7
68
8 
  
4 
 7
85
0 
  
13
  
75
00

9 
  
  
骨
体
上
横
径
  
  
  
 4
  
28
25
  
  
 5
  
27
40
  
  
3 
  
3
46
7 
  
9 
  
26
33
  
 7
3 
 2
78
6 
  
17
  
27
88
  
 5
1 
 
27
88
  
 1
7 
  
29
59
  
 4
  
31
00
  
 1
2 
 2
85
0

10
  
  
骨
体
上
矢
状
4≧
  
  
 4
  
20
75
  
  
 5
  
20
00
  
  
3 
  
23
67
  
 9
  
 2
03
3 
  
73
  
21
03
  
 1
7 
 2
05
3 
  
50
  
21
36
  
 1
7 
  
20
76
  
 4
  
23
00
  
 1
2 
 2
18
3

8/
2 
  
長
厚
示
数
  
  
  
  
  
  
 
――
  
  
  
  
  
  
―
- 
  
  
2 
  
21
70
  
 2
  
 2
00
9 
  
 5
  
19
61
  
  
4 
 2
06
7 
  
 6
  
20
_5
4 
  
 1
  
 1
98
9 
  
2 
 1
97
7 
  
 7
  
19
90

6/
7 
  
骨
体
中
央
断
面
示
数
 5
  
92
67
(左
) 
 6
  
10
04
0 
  
 3
  
 9
52
8 
  
8 
 1
00
90
  
 8
7 
 9
88
5 
  
16
  
98
17
  
 4
9 
 
97
57
  
 1
7 
  
86
56
  
 4
 1
01
04
  
 1
3 
10
89
9

10
/9
  
上
骨
体
断
面
示
数
  
 4
  
73
54
  
  
 5
  
 7
35
0 
  
 3
  
 6
84
6 
  
9 
  
78
25
  
 7
3 
 7
56
7 
  
17
  
73
81
  
  
50
  
77
34
  
 1
7 
  
70
42
  
 4
  
74
64
  
 1
2 
 7
67
4



表
9 
怪
骨
(男
!陛
、
右
、
mm
)(
Ta
bl
e 
9.
Co
mp
at
ts
on
 o
f 
me
as
ur
em
en
ts
 a
nd
 i
nd
ic
es
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al
e 
ng
ht
 u
bi
ae
)

南
江
戸
桑
田
  
矢
田
平
山

近
世
人
  
 
近
世
人

愛
媛
県
  
 
愛
媛
県

(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

大
河
浜
  
 
開
善
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

山
口
県
  
 
福
岡
県

(
松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水
  
 
日
 
焼

近
世
人
  
 
近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
。
他
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
  
n 
  
M 
  
n 
 M

白
 
浜

近
世
人

長
崎
県

(松
下
)

1 
  
胚
骨
金
長
  
  
  
  
―

la
  
歴
骨
最
大
長
  
  
  
 
―

8 
 
中
央
最
大
径
  
  
2 
28
50

8a
  
  
栄
養
子
し位
最
大
径
  
  
2 
 3
15
0

9 
 
中
央
横
径
  
  
 2
 2
10
0

9a
  
  
栄
養
子
瞳
横
径
  
  
  
2 
 2
35
0

10
  
骨
体
周
  
  
  
2 
77
50

10
a 
栄
養
孔
位
周
  
  
2 
86
50

10
b 
 
最
4ヽ
周
  
  
  
 2
 7
20
0

9/
8 
 
中
央
断
面
示
数
  
 2
 7
36
5

9a
/8
a 
栄
養
孔
位
断
面
示
数
 2
 7
45
5

10
b/
1 
長
厚
示
数
  
  
  
  
―

8 
 2
92
5(
左
) 
4 
 3
05
0(
芝
:)
 1
1 
 2
67
3

6 
 3
41
7(
左
) 
4 
 3
42
5(
左
) 
 6
  
32
33

9 
 2
08
9(
左
) 
4 
 
21
25
(左
) 
11
  
19
82

6 
 2
21
7(
左
) 
4 
 
24
25
(左
) 
 6
 2
35
0

8 
 8
06
3(
左
) 
4 
 
83
50
(左
) 
11
  
73
09

6 
 9
31
7(
左
) 
4 
 
97
50
(左
) 
 6
 8
85
0

4 
 7
42
5(
左
) 
4 
 7
72
5(
左
) 
10
  
66
10

7 
 7
33
6(
左
) 
4 
 6
96
2(
左
) 
11
  
74
34

7 
 6
47
9(
左
) 
4 
 7
08
9(
左
) 
 6
 7
29
5

- 
  
  
 3
  
23
49
  
  
  
  
  
-

3 
31
63
3

4 
33
00
0

7 
32
45
7

6 
32
78
3

81
  
 2
82
3

55
  
 3
23
6

82
  
 2
07
6

55
  
 2
31
5

81
  
 7
70
7

54
  
 8
79
3

58
  
 7
01
9

81
  
 7
38
3

55
  
71
71

7 
  
20
93

12
 3
24
75

12
 3
30
33

19
  
27
84

17
  
 3
28
2

19
  
 2
09
5

17
  
 2
38
2

19
  
 7
70
5

17
  
89
12

17
  
70
24

19
  
 7
54
3

17
  
 7
30
4

11
  
 2
13
0

21
 3
26
19

22
 3
32
55

43
  
28
02

41
  
92
00

43
  
20
51

43
  
22
74

43
  
77
02

41
  
87
10

43
  
70
00

43
  
73
31

41
  
71
44

15
  
21
68

1 
 3
46
2 
(3
39
50
)

10
  
 2
89
0

7 
  
32
71

10
  
 2
06
0

8 
  
22
50

10
  
 7
94
0

7 
  
90
00

7 
  
70
71

10
  
 7
14
9

7 
  
70
11

1 
  
20
23

2 2 2 2 2 2 1

32
4 
  
  
 8
  
33
68
8

33
1 
  
  
 8
  
34
17
5

31
  
  
  
6 
 2
91
9

36
  
  
  
5 
  
33
07

23
  
  
  
6 
 2
13
8

25
00
(左
)5
  
 2
38
0

84
00
(左
)6
  
79
81

99
 o
o(
左
)5
  
89
53

76
50
(左
)5
  
 7
27
3

75
75
(左
)6
  
 7
32
9

67
62
(左
)5
  
 7
24
0

23
62
  
 8
  
 2
22
3

| ヽ |
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表
10
 
胚
骨
(女
性
、
右
、
mm
)(
Ta
Ы
e 
10
,C
om
pa
t
ts
on
 o
f 
me
as
ur
em
en
ts
 a
nd
 i
nd
tt
es
 f
em
tt
e 
tt
gh
t 
uЫ
ae
)

南
江
戸
桑
田
  
矢
田
平
山

近
世
人
  
 
近
世
人

登
媛
県
  
 
愛
媛
県

(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

大
河
浜
  
 
開
菩
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

山
口
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
  
n 
 M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
・
他
)

n 
 M
  
  
n 
  
M

日
 
焼
  
 
白
 
浜

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
長
崎
県

(松
下
) 
  
(松
下
)

n 
 M
  
n 
 M

1 
  
怪
骨
全
長

la
  
胚
骨
最
大
長

3 
 
中
央
最
大
径

8a
  
  
栄
養
7m
最
大
径
  
 3
  
26
33

9 
 
中
央
横
径

5 
17
20
(左

)

9a
  
栄
養
孔
位
横
径
  
3 
20
00
  
1

10
  
骨
体
周
  
  
 5
 6
54
0(
左
)1

10
a 
栄
養
孔
位
周
  
  
3 
74
33
  
1

10
b 
 
最
旭ヽ
同
  
  
  
 4
 6
22
5(
左
) 
1

9/
8 
 
中
央
断
面
示
数
  
5 
75
47
佐
)1

9a
/8
a栄
養
孔
位
断
面
示
数
3 
76
01
  
1

1 
29
4 
(左

)

1 
30
0 
(左

)

5 
23
00
(左
) 
1

- 
  
  
  
3 
 3
19
67

- 
  
  
  
3 
 3
25
00

28
  
  
  
 3
 
  
28
00

32
 (
左
) 
2 
 3
10
0

17
  
  
  
 3
  
 2
1.
33

19
 (
左
) 
2 
 2
30
0

71
  
  
  
  
3 
  
78
67

81
 (
左
) 
2 
 8
70
0

67
  
  
  
 3
  
71
67

60
71
  
  
 3
  
 7
60
4

59
38
(左
) 
 2
  
 7
40
6

- 
  
  
 3
  
22
46

2 
28
70
0(
左
)

2 
29
10
0(
左
)

8 
 2
22
5

6 
  
25
83

8 
  
16
63

6 
  
18
67

8 
  
62
75

6 
  
71
83

8 
  
58
25

8 
  
75
28

6 
  
72
49

2 
 1
95
2(
左

)

2 
29
75
0

1 
29
1

37
  
24
35

23
  
27
52

37
  
17
97

23
  
19
96

37
  
67
.3
5

23
  
75
70

32
  
61
50

37
  
74
13

23
  
72
98

2 
 1
98
0

5 
29
32
0

6 
30
38
3

13
  
23
62

11
  
27
27

14
  
17
43

12
  
19
92

13
  
65
69

11
  
74
27

12
  
58
92

13
  
73
43

11
  
72
32

5 
 2
05
7

9 
30
56
7

11
 3
12
55

34
  
24
03

32
  
27
31

34
  
17
67

32
  
19
53

34
  
66
65

32
  
75
38

34
  
61
 1
2

34
  
70
49

32
  
70
49

8 
 2
01
1

1 
 2
80

3 
 3
06
33

12
  
 2
45
0

司
1 
  
28
55

12
  
 1
84
2

11
  
 2
03
6

12
  
 6
92
5

11
  
 7
90
9

8 
  
63
88

12
  
 7
51
9

11
  
 7
15
9

1 
  
21
79

2 
31
95
0 
  
7 
30
30
0

2 
32
65
0 
  
7 
30
95
7

4 
 2
77
5 
 1
2 
 2
61
7

3 
 3
23
3 
 1
1 
 2
92
7

4 
 1
95
0 
 1
2 
 1
96
7

3 
 2
13
3 
 1
1 
 2
17
3

4 
 7
40
0 
 1
2 
 7
28
3

3 
 8
56
7 
 1
1 
 7
98
2

4 
 6
75
0 
 1
2 
 6
66
7

4 
 7
09
0 
 1
2 
 7
56
1

3 
 6
62
5 
 1
1 
 7
43
2

2 
 2
09
7 
  
7 
 2
21
7

10
b/
1 
長
厚
示
数

1 
21
77
(左

)



表
11
 
推
定
身
長
値
(男
性
、
cm
)(
Ta
bl
e 
ll
.C
om
pa
ri
so
n 
of
 e
su
ma
te
d 
mt
te
 s
ta
tu
re
s)
(体
数
で
の
値
、
左
右
あ
る
も
の
は
右
を
使
用
)

南
江
戸
桑
田

近
世
人

愛
媛
県

大
河
浜

近
世
人

山
口
県

(松
下
)

n 
 M

開
善
寺

近
世
人

福
岡
県

(松
下
)

京
 
町
  
 
生
往
寺

近
世
人
  
近
世
人

福
岡
県
  
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
n 
 M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水

近
世
人
  
 
近
世
人

福
岡
県
  
 
福
岡
県

(松
下
) 
(松
下
。
他
)

n 
 M
  
 n
  
M

天
福
寺
  
 
日
 
焼
  
白
 
浜

近
世
人
  
近
世
人
  
近
世
人

福
岡
県
  
福
岡
県
  
長
崎
県

(中
橋
) 
 (
松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M 
 n
  
M

Pe
at
to
nの
式
上
腕
骨

携
骨

大
腿
骨

携
骨

大
腿
骨

睡
骨

- 
  
 3
  
15
31
2

腫
骨
  
  
  
  
  
  
 
― -
  
  
3 
 1
52
88
  
  
  
 -
  
  
 1
2 
15
60
2 
 1
3 
15
60
7 
25
 1
56
84
  
1 
  
16
08
7 
  
  
  
--
  
  
1 
 1
55
65
 1
1 
15
84
3

藤
井
の
式
 
上
腕
骨
  
  
  
- 
 3
 1
53
13
 2
(1
50
77
) 
81
53
30
 1
41
54
59
 3
21
55
83
 1
(1
57
22
) 
 -
  
1 
15
72
21
01
55
16

- 
  
 3
  
15
35
1 
 2
 (
15
06
6)
  
8 
15
33
7 
 1
4 
15
49
6 
32
 1
55
79
  
1 
(1
57
75
) 
  
  
 
一

1 
 1
59
20
  
2 
 1
52
17
  
6 
 1
55
11
  
  
5 
15
48
1 
  
15
 1
58
78
 3
5 
15
78
5 
  
  
  
 -
  
  
  
  
 
―

- 
  
 4
  
15
67
4 
 1
  
15
44
4 
  
23
 1
57
93
  
13
 1
58
43
 2
9 
15
78
2 
  
  
  
 -
  
 2
4 
 1
59
4

1 
 1
57
32
  
2 
 1
49
70
  
6 
 1
53
01
  
  
5 
15
24
2 
 1
5 
15
64
1 
 3
5 
15
55
3

- 
  
 4
  
15
40
1 
 1
  
15
09
8 
  
23
 1
55
54
  
13
 1
56
19
 2
9 
15
53
1

15
77
5 
10
 1
55
44

15
92
0 
 9
 1
60
14

15
89
5 
12
 1
59
94

15
73
2 
 9
 1
57
73

15
69
1 
12
 1
58
21

15
40
3 
11
 1
58
20

一 　 一

- 
  
  
11
 1
55
74
  
13
 1
55
83
 2
5 
15
52
4 
 2
 (
15
78
6)

― 中 伽 　 ―

洲 �

表
12
 
推
定
身
長
値
(女
性
、
cm
)(
Ta
Ы
e 
12
.C
om
pa
ns
on
 O
f 
es
um
at
ed
 m
tt
e 
st
at
ur
es
)(
体
数
で
の
値
、
左
右
あ
る
も
の
は
右
を
使
用
)

南
江
戸
桑
田
 
矢
田
平
山

近
世
人
  
近
世
人

愛
媛
県
  
愛
媛
県

(松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

大
河
浜
  
 
開
善
寺

近
世
人
  
 
近
世
人

山
口
県
  
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
n 
 M

京
 
町
  
生
往
寺

近
世
人
  
近
世
人

福
岡
県
  
福
岡
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
 n
  
M

宗
玄
寺
  
 
上
清
水
  
天
福
寺

近
世
人
  
 
近
世
人
  
近
世
人

福
岡
県
  
福
岡
県
  
福
岡
県

(松
下
) 
(松
下
・
他
) 
(中
橋
)

n 
 M
  
n 
 M
  
n 
 M

日
 
焼
  
白
 
浜

近
世
人
  
近
世
人

福
岡
県
  
長
崎
県

(松
下
) 
 (
松
下
)

n 
 M
  
n 
 M

Pe
at
to
nの
式
上
腕
骨

犠
骨

1 
 1
44
46

- 
  
 3
  
15
27
2 
 1
  
 1
38
12
  
 6
 1
45
65
  
12
 1
44
36
  
17
  
14
57
2 
 1
  
 1
43
63

- 
  
2 
(1
46
80
) 
8 
14
76
2

- 
  
2 
 1
48
59
  
 9
 1
49
20

- 
  
2 
 1
46
16
  
 9
 1
46
65

- 
 2
  
14
91
9 
 1
0 
14
78
2

- 
  
2 
 1
49
70
  
 7
 1
45
98

―
  
  
  
  
 -
  
  
3 
 1
53
88
  
5 
 1
44
68
  
 5
 1
50
15
  
9 
14
70
1 
 2
1 
 1
46
95
  
  
  
 -

大
腿
骨
  
  
  
  
  
  
― -
  
  
1 
 1
46
17
  
2 
 1
51
33
  
2 
 1
44
81
  
 1
0 
14
58
2 
 8
 1
44
66
  
19
  
14
52
2 
 3
  
14
51
3 
20
  
14
65
 2
  
14
93
8 
 1
0 
14
81
2

睡
骨
  
  
  
  
 1
  
 1
43
92
  
  
  
 -
- 
  
 3
  
15
04
3 
 2
  
14
22
8 
  
4 
14
51
0 
 6
 1
44
47
  
13
  
14
62
2 
 1
  
 1
40
63
  
  
  
 -
  
 2
  
14
99
2 
  
7 
14
60
4

藤
井
の
式
  
_L
腕
骨
  
  
  
 1
  
 1
44
73
  
  
  
 -
- 
  
 3
  
15
15
1 
 1
  
 1
38
90
  
 6
 1
45
48
  
12
 1
44
41
  
17
  
14
55
8 
 1
  
 1
43
66
  
  
  
 -
  
 2
 (
14
66
0)
 8
 1
47
19

撓
骨

―
  
  
  
  
 -
  
  
3 
 1
50
96
  
5 
 1
42
52
  
 5
 1
47
71
  
 9
 1
44
53
  
21
  
14
47
7
  
  
  
 -

大
腿
骨
  
  
  
  
  
  
― -
  
  
1 
 1
45
49
  
2 
 1
51
43
  
2 
 1
43
93
  
10
 1
45
19
  
8 
14
38
6 
 1
9 
 1
44
43
  
3 
 1
44
30

歴
骨
  
  
  
  
 1
  
 1
43
95
  
  
  
 -
  
  
3 
 1
51
86
  
2 
 1
41
82
  
 4
 1
45
49
  
7 
14
50
1 
 1
3 
 1
44
72
  
3 
 1
45
26



松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

表13 脳頭蓋 (女性、mm)(CttvaHa)

表14 顔面頭蓋
(女性、mm、 度 )
(Facial skeleton)

南江戸桑田 南江戸桑田 平均値
2号   3号   n  M Min 一 Max

南江戸桑田

3号

1 頭蓋最大長 176     192    2  19400
143     135    2  139008    頭蓋最大幅

17   バジオン・ル グマ高 ―    ―     ―
8/1      頭董長幅示数      81 25   7031 2   7578
17/1  頭蓋長高示数   ―    ―     ―
17/8  頭蓋幅高示数   ―    ―     ―
1+3+17/3頭 蓋モズルス   ー    ー     ー
5    頭蓋底長     一    ―     ―
9    最小前頭幅    -   93  1  93
10   最大前頭幅    ―    ―     ―
11   両耳幅      ―    ―     ―
12   最大後頭幅    ―    ―     ―
13   ▼L突幅      ―   ―     ―
7 大後頭孔長    ―   ―
16   大後頭孔幅    ―   ―     ―
16/7  大後頭示数    ―   ―     ―
23   頭蓋水平周    ―    ―     ―
24   横弧長      ―    ―     ―
25   正中央状弧長   ―    ―     ―
26   正中央状前頭孤長  ―    ―     ―
27   正中矢状頭頂弧長  ―    ―     ―
28   正中矢状後頭弧長  ―   ―     ―
29   正中央状前頭弦長  ―    ―     ―
30   正中矢状頭頂弦長  ―   ―     ―
31   正中矢状後頭弦長  ―   ―     ―
29/26  矢状前頭示数   ―   ―     ―
30/27  矢状頭頂示数   ―   ―     ―
31/28  矢状後頭示数    ―   ―     ―

47    顔高     ―
48    上顔高    ―
47/45   顔示数(K) 一
43/45   上顔示数(K) 一
47/46   顔示数(V)  ―
43/46   上顔示数(V) 一
40+45+47/3顔面モズルス ー

40
41

42
43

45

46

顔長     ―
側顔長    ―
下顔長    ―
上顔幅    101
頬骨弓幅   ―
中顔幅    ―

50
44
50/44

51

52

52/51

54    鼻幅     ―
55    鼻高     一
54/55   鼻示数    ―
55(1)  梨状口高   ―
56    鼻骨長    ―
57    鼻骨最小幅  ―

―-192

--143

7031 - 31.25

57(1)

60

61

62
63

64
61/60

63/62

64/63

72

73

74

前眼宙間幅  ―
両眼宙幅   ―
眼冑間示数  ―
眼宙幅 (右) 一
(左) 一

眼自高 (右) 一
(左) 一

眼冑示数 (右)一
(左)一

鼻骨最大幅  ―
上顎歯槽長  ―
上顎歯槽幅  ―
口蓋長    一
口蓋幅    ―
口蓋高    ―
上顎歯槽示数  ―
口蓋示数   ―
口蓋高示数  ―
全側面角   ―
鼻側面角   ―
歯槽側面角  ―

-26-



覧表

表15 下顎骨 (mm、 度)(Mandibula)
商江戸桑田

男 性
n   M

南江戸桑田

女 性

Min  ―― Max

65.    下顎閣節突起幅    ―
65(1).  下顎筋突起幅     ―
66     下顎角幅       ―
07.   前下顎幅     1 49
68     下顎長
68(1).  下顎長
69`    オ トガイ高    1 36
69(1).  下顎体高 (右)  1 33

(左)    1  33
69(2).  下顎体高 (右)  1 26

(左)    1  26
70     校1高 (右)      一

(左)      一

70(1).  前校高ぐ右)     一
(差)     一

70(2).  最小枝高 (右)    一
(左)    一

70(3).  下顎切痕高 (右)   一
(左)   一

71(1).  下顎切痕幅 (右)   一
(左)   一

71.   枝幅 (右)      一

(左)      一

71a.   最小枝幅 (右)    一
(左)    一

79     下顎枝角 (右)    一
(左)    一

66/65   下顎幅示数      ―
68/65   幅長示数      ―

68(1)/65  幅長示数      ―

69(21/69  下顎高示数 (右) 1 72.22
(左) 17222

71/70   下顎枝示数 (右)   一
(左)   一

71」70(2)下顎枝示数 (右)   一
(左)   一

70(3)/71(1)下 顎切痕示数 (右)  一
(左)  一

1   30

12  2750  27   -

2   20.00  19   -

1   40
2   5350  52   -
1   43
2  43.50  42   -
2  3850  34   -

1   10

1  30
2  33,50  33   -
2  30,00  23   -
2  33.00  33   -
2  30,00  28   -

1  138

1   63.33

1   70.00
2   7595  7338 -
2   7839  74.42 -

1   3333

５５
　
　
巧

４３

３４

貶

餡

３２

５７

弱

表16 肩甲骨(mm)(Scapu隆 )
南江戸桑田

女 性
n  M

12.  闘節宙長(右)   1  33
(左)     一

13   齋節宙幅(右)   1  23
(左)     一

14.  関節窟深(右)   1  5
(左)     一

13/12  関節窟長幅示数(右)1  6970
(左)   一

14/12  関節宙彎由示数(右〉 1  1515
(左)  一
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

表17 鎖骨 (mm)(Ciavicula)
南江戸桑田
男 性

南江戸桑田
女 性
Min  ― Max

４

＆

α

σ

1  鎖骨最大長 (右 )
(左 )

2a  骨体彎曲高 (右 )
(左 )

2(1)肩峰端簿曲高 (右 )
(左 )

中央垂直径 (右)  1
(左)  1

中央矢状径 (右)  1
(左)  1

中央周 (右)    1
(左)    1

長厚示数 (右 )
(左 )

2a/1 彎曲示数 (右 )
(左 )

4/5 鎖骨断面示数 (右) 1
(左) 1

2(1)/1肩 峰端彎曲示数 (右 )
(左 )

一
　

一

２５

一

一

一

一

一

一

一
「

「

１３

‐２

３９

３７

一

1    23
3     867
4    950
3    1100
4   1125
3   3300
4   3375

8

100    3
10

126   10
32

320   29

-   9
-   10
-   12
-  13
-  35
-  36

7273 --  9000
7692 --  9091

8462
9167

一　

一

７９

８４

一

表18 上腕骨 (mm)(Humerus)
南江戸桑田
男 性

南江戸桑田
女 性

Min 一 Max   n  M   σ   Min 一 Max
1  上腕骨最大長 (右 )

(左 )

2  上腕骨全長 (右 )
(左 )

3  上端幅 (右 )
(左 )

3(1)横上径 (右 )
(左 )

4  下端幅 (右 )
(左 )

5  中央最大径 (右 )
(左 )

6  中央最小径 (右 )
(左 )

7  骨体最小周 (右 )
(左 )

7(a)中央周 (右 )
(左 )

8  頭周 (右 )
(左 )

9  頭最大横径 (右 )
(左 )

10  頭最大矢状径 (右 )
(左 )

11  滑草幅 (右 )
(左 )

12  小頭幅 (右 )
(左 )

12(a)滑車幅および小頭幅 (右 )
(左 )

3ヽ  滑車深 (右 )
(左 )

14  肘頭冑幅 (右 )
(左 )

15  肘頭自深 (右 )
(左 )

6/5 骨体断面示数 (右 )
(左 )

7/1 長厚示数 (右 )
(左 )

2   2200
2   2200
2   1650
2   17_00
2   6100
2   6050
2   6450
2   6500

1     16

1    25

1    11
2    7500
2   7727

一

６５

一

５〇

一

４２

一

一

一　
一

一

一　
一

一　
一

44

1840
司900
1360
1360
5200
5160
5360
5460

117

36

38
1850
19
1500

37

22
23
23
23
13

12
7411
7169

2113

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一

- 20

- 16

7000 - 7778
6842 - 7647

1

1

1

1

1

1

7273 - 7727    5
7727 - 7727    5

1
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表 覧

表19 犠骨 (mm)(Radius)
南江戸桑田
男 性

南江戸桑田
女 性

Min  一 Max Min  一 Max
1

lb

2

3

4

4a

4(1)

4(2)

5

5a

5(1)

5(2)

5(3)

5(4)

5(5)

5(6)

3/2

5/4

5a/4a

-  18

-  16
-  16

- 12

-  12
-  12

- 7500

- 3000
- 3571

- 37
- 36
- 14
- 13
-  13
-  13

最大長 (右 )
(左)    1

平行長 (右 )
(左)    1

機能長 (右 )
(左)    1

最小周 (右)     1
(左)    1

骨体横径 (右)   2
(左)   1

骨体中央横径 (右) 3
(左) 2

小頭横径 (右 )
(左 )

224

222

210
41

41

1700  16
15
1567  15
1500  14

1952
6806  6111
7333
7667  7500
7723  6875

1   190

3   3533
3   3400
4   1300
3    1233
4    1225
4    1200

頚横径 (右 )
(左 )

骨体矢状径 (右 )
(左 )

骨体中央矢状径 (右 )
(左 )

小頭矢状径 (右 )
(左 )

頚矢状径 (右 )
(左 )

小頭周 (右 )
(左 )

頚周 (右 )
(左 )

骨体中央周 (右 )
(左 )

骨下端幅 (右 )
(左 )

長厚示数 (右 )
(左 )

骨体断面示数 (右 )
(左 )

中央断面示数 (右 )
(左 )

一
‐２
「
「
‐２
‐１

一
一
一
１４

一
一

８２

　

９６

８２

　

　

　

　

５８

　

５。

５。

一

‐１

‐２

９

‐０

９

９

一

11    --  11
12   - 13
9    -  10
9  - 11
9   - 10
9   -- 10

-  12
-  13

- 39
- 41
- 39
- 37

6923 -
7692 -
7692 -
7692 -

一
一

一

４３

４４

４２

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

２５

一

1200
1300

3750
4050
3550
3475

1947

7315
81 12
7975
8135

表20 尺骨 (mm)(Uina)
南江戸桑田
男 性

南江戸桑田
女 性

Min  一 Max Min  ― Max
1

2

2(1)

3

6

6(1)

7

8

11

12

S

L

C

3/2

11/12

S/L

最大長 (右 )
(左 )

機能長 (右 )
(左 )

肘頭尺骨頭長 (右 )
(左 )

最小周 (右 )
(左 )

肘頭幅 (右 )
(左 )

上幅 (右 )
(左 )

肘頭深 (右 )
(左 )

肘頭高 (右 )
(左 )

尺骨矢状径 (右 )
(左 )

尺骨横径 (右 )
(左 )

中央最小径 (右 )
(左 )

中央最大径 (右 )
(左 )

中央周 (右 )
(左 )

長厚示数 (右 )
(左 )

骨体断面示数 (右 )
(左 )

中央断面示数 (右 )
(左 )

1    25
1    22

1    20
2   1250
1    13
2   1650
1     16
3    1267
2    1250
3   1667
2   1650
3   4867
2   4750

2    7574
1    8125
3    7598
2   7574

-  13

-  17

12

16

1   220

1   194

1  217

2   3250
2   2950

1    22

1    19

4   1075
3   1100
4    1325
3   1367
4    1050
3   1033
4   1350
3   1333
4   3950
3   3967
1    1753

4   8127
3    81 03
4    7821
3    7786

- 34
- 31

050

096

058

100

173

10    --  11
10   - 12
12   - 14
12   - 15
10    -  11
10    --  11
13   - 15
12   - 15
37   - 41
36    - 43

一
一
一
一
一
一

7500 -

7500 -
7500 -

7647

7647
7647

316   7857 -
7173 -

850  6667 -
7333 -
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松山市南江戸桑田遺跡出上の近世人骨

表21 大腿骨(mm)(Fё muD
南江戸桑田

男 性
南江戸桑田

女 性
一  Max. Min.  ―  Maxt

■
２．
３．
４

６．
７．
８．
９，
１〇

一

１６．
‐７．
ｔ

ｔ

２０．
２‐．
確

∽

帥

最大長(右 )
(左 )

自然位全長(右 )
(左)

最大転子長 (右 )
(差 )

自然位転子長(右 )
(左 )

骨体申央矢状径 (右)
(左 )

骨体中央横径 (右 )
(左 )

骨体中央周(右 )
(左 )

骨体上横径(右)
(左 )

骨体上矢状径 (右 )
(左 )

頻垂直径(右〉
(左)

頚矢状径 (右 )
(左 )

預周(右 )
(差 )

頭垂直径 (右 )
(左 )

頭横径 (右〉
(左)

顔周(右 )

(左 )

上顆幅(右 )
(厖生:)|

長厚示数(右 )
(左)

骨体申央断面示数(右 )
(左 )

上骨体断面示数 (右 )
(左 )

3   27,33    24   ‐‐   32     4   122.25   0i96   21    ,‐    23
13   28,oア

ー
   26    -   31      5   22.80   1.92   20    -   2S

3   26.33    23   -   29     4   23.25   0,96   .22   --   24
3   28.33    27    -   29     5   24.60   1.52   22    -   26
9   85,67    85   -   87     4   71.76  12.99   63   --   75
3   8693    85    と   88     5   74.80   471    67   -   79
,   30,00    28   工‐   3+     4   28,25   1.50   27   -   30
2   30.50    10    -   31      1    28
3   25,00    24    -   26     4   20.75   096   20    -   22
2   24.00    23   --   25     1   21

-                          1    26

-                       1   21

-                         1   76
1  45                -
-                         2   39,00          39   ‐‐   39
1  43                -
-            2 39.00     39 - 39

1   140                               -
-                          2   125.00         125    -‐   125

3  106.06    82.76 -‐   139,13   4   94.61   2.21    91.30 -   95,83
3  101.49    89.66 -‐   114.81   5   9267   5.18   88.00 -‐   100`00
3   83.53    77.42 -   39.29   4   73.54   &62   68.97 -   77.78
2   78,76    74.呵 2 -   33.39   1    75.00
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覧表

表 22 困:i摯 (mm)(Tibia)
南江戸桑田

男 性
南江戸桑田

女 性
Min 一  Max. 一  Max

1   歴骨全長 (右 )
(左 )

la  匹骨最大長 (右 )
(左 )

lb  胚骨長 (右 )
(左 )

2   顆距間距離 (右 )
(左 )

3   最大上端幅 (右 )
(左 )

3a  上内関節面幅 (右 )
(左 )

3b  上外関節面幅 (右 )
(左 )

4a  上内関節面深 (右 )
(左 )

4b  上外関節面深 (右 )
(左 )

6   最大下端幅 (右 )
(左 )

7   下端矢状径 (右 )
(左 )

8   中央最大径 (右 )
(左 )

3a  栄養孔位最大径 (右 )
(左 )

9   中央横径 (右 )
(左 )

9a  栄養孔位横径 (右 )
(左 )

10  骨体周 (右 )
(左 )

10a  栄養孔位周 (右 )
(左 )

10b  最小周 (右〉
(左 )

9/8  中央断面示数 (右 )
(左 )

9a/8a 栄養孔位断面示数 (右 )
(左 )

10b/1 長厚示数 (右 )
(左 )

1   294

1   300

2  28750

2  27350

1    27

1    42

1    32
28    -   29      4    2325   096
26    -   29      5    2300   187
30    -   33      3    2633

2   2600
20    -   22      4    1825   050

5   1720   1 10
22    -   25      3    2000

2   1900
75    -   80      4   6500   183

5   6540   1 14
82    -   91      3    7433

2   7350
68    -   76      3    6司 .67
69    -   74      4   6225   126
7143 -   7586   4   7861   418

5   7547  1059
7333 -   7576   3    7601

2    7348

1    2177

1    46

1   35
1   35
2   2850
2   2750
2   3150
1    28

2   2100
1    22

2   2350
1    24

2   7750
1    76

2   8650
1    84

2   72.00
3   71.33
2   73.65
1   84.62
2   7455
1   8571

285    -  290

270    -  277

22    -   24
21    -   25
25    -   28
25    -   27
18   -   19
16   --   18
18   -   22
17    -   21
63    -   67
64   --   67
70    -   78
72   --   75
60    -   63
61   --   64
7500 -   8261
6400 -   8571
71 43 -   3462
6296 -   8400
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松山市南江戸桑田遺跡出上の近世人骨

表23 勝骨 (mm)(Fibula)
南江戸桑日

男 性
南江戸桑田

女 性
n  M    Min  一  Max.   n  M    Min  一  Max.

1   最大長 (右)          -              1  288
(左)          -               1  285

2   中央最大径 (右)     2  1500  13  -  17   3  1267  12  -  13
(左)     1  15               3  1167  11  -  13

3   中央最小径 (右)     2  950   8  -  11   3  900   8  -  10
(左)     1  10               3   900   8  -  10

4   中央周 (右)       2  4250  37  -  48   3  3667  35  -  38
(左)               1    43                           3    3467    34    -    36

4a   最Jヽ周 (右)         1   35                  2   3150   30  -  33
(左)              1    32                          1    30

4b  頚横径 (右)       1  11              2  950   9  -  10
(左)           1   10                     1   10

4c  頚矢状径 (右)      1  10              2  900   9  -  9
(左)      1  9              1   9

4(1) 上端幅 (右)          一

(左)          一

4(la)上端矢状幅 (右)        一

(左)        一

4(2) 下端幅 (右)          -              1  15
(左)         -              1  15

4(2a)下端矢状幅 (右)        -              1  22
(左)        -              1  21

3/2  中央断面示数 (右)    2  6312  6154-  6471  3  7094  6667-  7692
(Zこ )         1    6667                         3    7309    6154 -    9091

4a/1  長厚示数 (右)         -              1  1042
(左 )                 ‐-                          1    1053

表24 膝蓋骨 (mm)(Patella)
南江戸桑田         南江戸桑田

男 性           女 性
n  M    n   M    σ   Min  一  Max

1   最大高 (右)        1  37   1  34
(左)          一      一

2   最大幅 (右)          -   2  3650      36  -  37
(左)        1  43      -

3   最大厚 (右)        1  20   4  1625  171  14  -  18
(左 )                1    28      2    1800           18    -    18

4   関節面高 (右)       1  28   2  2500      23  -  27
(左)         一      ―

5   内関節面幅 (右)      1  20   2  1900      19  -  19
(左)        一      ―

6   外関節面幅 (右)      1  25   3  2200      22  -  22
(左)         -   2  2400      24  -  24

1/2  膝蓋骨高幅示数 (右)      -   1  9444
(左)      一      ―

-32-



覧表

表25 推定身長値 (cm)(Stature)
南江戸桑田 南江戸桑田
6号    11号
女性 男性

Pearscnの 式 上腕骨 (右)
(左 )

撓 骨(右 )
(左 )

大腿骨 (右 )
(左 )

艇 骨 (右 )

(左 )

再44.46      -

-         159120

14392      -

藤井の式 上腕骨 (右)

(左)

撓 骨(右)

(厖豊三)

大腿骨〈右)

(左 )

胚 骨 (右 )
(左 )

144.73       -

-        157.32

143.95       -

表26 中央周の比
商江戸桑田

男 性
南江戸桑口

女 性

M Min. 一  Max, Min.  一  Max
榛骨/尺骨  (右 )

(左 )

犠骨/上腕骨  (右 )
(左 )

鎖骨/上腕骨  (右 )
(左 )

上腕骨/大爆骨 (右 )
(左)

上腕骨/睡骨  (右 )
(左 )

獲骨/大腿骨  (右 )
(左 )

勝骨/胚骨   (右 )
(左 )

91,17    86.00  --  95.83
89152    85.42  -  .9362
67.45    66.15  -  6875
65,38   6308  --  67.69
6000
56.92

75.88    7529  -  76.47
75.17    7386  -  7647
85.33

9009   88.24  --  91.95
8837
54.67   4933  -‐   60.00
56.58

4.15   85,00  -‐   95.12
1.42   86.05  --  88,39

9。 10   62.96  -‐   70.21

1.93   61.67  -‐   66.04
69.26  -‐   68.09

8.42   59.18  -  66.04
427   69.12  --  78:08
4.79   63.88  --  81.08
5.31   74.60  -  86136
6.55   75,38  --  9231
1.42   89.33  -‐   92.65
5.60   83.12  ……  97.01
55.56  -  59.38
50.75  --  55.38

3

2
2
2
1

1

2

2
耳

2
1

2
1

4  89,83
3  87.48
4  67.38
4  64.46
3   62.92

4  62.51
4   73.48
5   7307
4  8111
5  83.51
4  90.63
5  87.71
3   57.00

3   53109
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松山市南江戸桑田遺跡出土の近世人骨

表27 形態小変異 (Non― metottc crania vattants)
南江戸桑田 南江戸桑田 南江戸桑田 南江戸桑田 南江戸桑田 南江戸桑田 商江戸桑田
11号   13号   15号    2号    3号    6号    10号
男性   男性   男性   女性   女性   女性   女性
右  左 右  左 右  左 右  左 右  左 右  左 右  左

6 Tympanね dehる cence,Forttmen dHuschke(>lmO//― ― ////十 ///一 ―

l  Medial palatine canal

2 Pterygospinous foramen

3  HypOgiossal canal bridging

4 Ctinoid bridging

5 Condytar canal absent

7. 」ugularforamen bridging

8 PrecOndylartubercle

1 0 Accesory infraorbitalforamen

ll Zygo――facialforamen absent

1 2 Aural exostosis

13 Metopism

14 0s incae

15 0ssicle atthe lambda

1 6 Parietai notch bone

1 7 Transverse zygomatic suture(>5 mm)

1 8 Asterionic ossicle

1 9 0ccipitomastoid ossicle

20 Epipteric ossicle

21 Frontotemporal articulation

22 Biasterionic suture(>10 mm)

23 MyIOhyoid bridging

24 Accessory mentalforamen

25 Mandibulartorus

26滑車上孔

//////////////
//////////////
///― //////////
//////////////
//////////////

//////////////
//////////////

//////////////
///― ////― /////
//― ― /― //― ///― ―

9 Supra― orЫttt foramen(hd front』 foramen)//― +////― ― ///―
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表28 携骨 (mm)(Radius) 表29 尺1目 (mm)(Uina)
南江戸桑田

1号

7～8歳

南江戸桑田

1号

7～8歳

1 骨体最大長 (右 )
(左 )

2.骨体中央横径 (右 )
(左 )

3.骨体中央矢状径 (右 )
(左 )

4.骨体中央周 (右 )
(左 )

5 骨体最小周 (右 )
(左 )

5/1 長厚示数 (右 )
(左 )

3/2骨体中央断面示数 (右 )
(左 )

8

8

28

27

100.00

1 骨体最大長 (右 )
(左 )

2 骨体中央最小径 (右 )
(左 )

3 骨体中央最大径 (右 )
(左 )

4 骨体中央周 (右 )
(左 )

5`骨体最小周 (右 )
(左 )

5/1 長厚示数 (右 )
(左 )

2/3骨体中央断面示数 (右 )
(左 )

8

10

30

80.00

表30 大腿骨(mm)(Femur) 表31  胆巫骨 (mm)(Tibia)
南江戸桑田 南江戸桑田
5号     1号
5歳    7～ 8歳

南江戸桑田

5号

5歳

1 骨体最大長 (右 )
(左 )

2.骨体中央横径 (右 )
(左 )

3 骨体中央矢状径 (右 )
(左〉

4 骨体中央周 (右 )
(左 )

5 骨体上横径 (右 )
(左 )

6 骨体上矢状径 (右 )
(左 )

7.骨体上端幅 (右 )
(左 )

8.骨体下端幅 (右 )
(左 )

4/1 長厚示数 (右 )
(左 )

3/2骨体中央断面示数 (右 )
(左 )

6/5上骨体断面示数 (右 )
(左 )

12

11

37

14

11

39

一

一

１５

‐６

朽

‐５

５。

５。

１９

‐９

‐５

‐４

一

一

一

一

1 骨体最大長 (右 )
(左 )

2 骨体中央横径 (右 )
(左 )

3 骨体中央最大径 (右 )
(左 )

4.骨体中央周 (右 )
(左 )

5,骨体上端幅 (右 )
(左 )

6 骨体下端幅 (右 )
(左 )

7 骨体最小周 (右 )
(左 )

7/1 長厚示数 (右 )

(左 )

2/3骨体中央断面示数 (右 )
(左 )

11

13

39

8462
-         100.00
9167       93.75
-          78.95
7857       7368
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松山市南江戸桑田追跡出上の近世人骨
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写 真 図 版 例 言

1.遺構の撮影は、各調査担当者および大西が行なった。

2。 遺物の撮影は、大西が行なった。

使用機材 :

カ メ ラ トヨビユー45G    レンズ  ジンマー S 24011ull

ス トロボ コメット/CA-32・ C B 2400(バンク使用)
スタンド他 トヨ/無影撮影台・ウエイトスタンド101

フ ィル ム プラスXパ ン・エクタクロームEPP

3.白黒写真の現像・焼き付けは、一部を除いて大西が行なった。

使用機材 :

引  伸  機  ラッキー450M D    レンズ  エルニソコール 13511111

ラッキー90M S         エルニソコール 5011ull

印  画  紙  イルフォードマルチグレードⅣRC

フイルム現像剤  コダックD-76・ H C l10

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 11

[大西 朋子]



南江 戸 桑 田遺 跡

図
版

一

1.1区の調査

(南西より)

2.北特 Ь鍼鶏

(北より)

崚避顛出状況(1)

(西より)
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版
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報
４
一基
■
社

鰯
鞍
麟
鞍
磯
爛
鰯
錢
盤

1.崚避簸出状況(2)

(南 より)

2.2・ 5売緩罰資と財鸞兄

(東 より)

3.2子墓検出】対兄

(東 より)
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とil l手11:

図
版
三
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1孝魯
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嶺範 渉

・ ,テ ■1● |

fl:1■ |を

1.接緩鏃出槻兄(1)

(東 より)

2.3&勢過】々兄(2)
(西より)

3.接磋顛出状況(3)
(西より)
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南 江 戸 桑 田遺 跡

図
版
四

3尭緩藝険J切犬況(4)

(西 より)

3手許姦争備朝躍郭傘毛兵毛充

(東 より)

5号勘 畑 槻兄(1)

(南 より)
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図
版
五

i鰯観鑢 Ⅲ韓

1. 5売厖罰資世H々兄(2)

(東 より)

5連卦過】対兄(3)

(東 より)

薩癌鞠出】対兄(4)

(北東より)
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鵡
一二
ゼ

1.5鞠 麟

(北東より)

2.∝瑳嫉出状況(1)

(北 より)

∝避議出状況(2)

(西より)



南江 戸 桑 田遺 跡

図
版
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6号壕動央出勝吋兄(3)

(西より)

碍 動 湖 期 (4)

(東 より)

腎 動 削 期 (1)

(南 より)
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図
版
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撫:競

7尭爆執出】対兄(2)

(東 より)

子号瑳勤剣当槻兄(3)

(西より)

7髪許塞罰余出状況(4)

(東 より)
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南江 戸 桑 田遺 跡

図
版
九

接磋顛出状況(1)

(南より)

8翻 】期 (2)
(東より)

接避顛出状況(3)

(南より)
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1.8,軸離除斉ゑ
(北東より)

2.9～ 15→稜曇釜景

(北より)

3.9抒緩隷険」割対兄(1)

(東 より)
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図
版

一
一

1. 9号瑳動肉出槻兄(2)

(東 より)

2.暖爆執出】対兄(3)
(東 より)

3.lG号羞勤菊出防鸞兄(1)

(東 より)
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10連罰削】剰兄(2)

(東 より)

2.10掲磋罰父世財鸞兄(3)

(東 より)

3.10珈 】期 (4)

(束より)
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一
三

11売緩割資世財鸞兄(1)

(北東より)

1環嵯鏃出槻兄(2)

(東 より)

1+号握卦角世防鸞兄(3)

(南 より)
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南江 戸 桑 田遺 跡
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版
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四

11場避罰食世財鸞兄(4)

(東 より)

2.12湿節出イ対兄(1)

(東より)

3。 1袋磋議出状況(2)

(東 より)
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1.12垢避割資仕防鸞兄(3)

(東 より)

12売避割資世財鸞兄(4)

(東 より)

12垢涯劃父世財鸞兄(5)

(西 より)
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12,軸離徐斉充

(西より)

13売避罰資世蛎鸞兄(1)

(南 より)

1予磋鹸出状況(2)

(東 より)
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1。 13与剥紗‖牡姪物

(西より)

2.14揚嵯罰魚出L鸞兄(1)

(北より)

3.14れ罰覗】々兄(2)

(南 より)
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1.14→喪藝険出オ対兄(3)

(】ヒより)

2.14・ 1帥 1対兄

(南 より)

3.15尭速為出】々兄

(南 より)
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1～8鋤 部缶新資
(耳ヒより)

2.9～ 15号墓桶棺除去後

(北より)

3.SE01ん難当】★兄

(南より)



南 江 戸 桑 田遺 跡

熟
Ⅲ■
手r戚輩

と`イ

SXlん難切対兄

(南より)

2.2区の調査

(南西より)

3.SEO射短色】対兄

(東 より)
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一

1.出土遺物 (1)
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南 江 戸 桑 田 遺 跡

1.出土遺物 (2)(11■0号墓、60:S E 01、 61:ト レンチ、24～29:7号墓、30～34:8号墓、
35～40:9号墓、41～ 46■0号墓、47～ 52■2号墓、53～ 58■3号墓)
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Bl区翔査説全景(1)

(南 より)

Bl圏叱釣諭鋲  (2)

(】ヒより)

Bl区谷募測死″鵜餌駅1)

(西より)
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大峰ケ台遺跡 6次調査地
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Bl区御月七形の検出(2)

(北西より)

Blじ封酷明対兄(1)

(南 より)

B lD動酷1隕見(2)

(南西より)
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出土状況(1)

(東 より)

Bl区第握 遺物

出J対兄(2)

(北 より)

Bl区第例唇遺物

出J対兄(3)
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(西 より)

Bl区第握 遺物

出土状況(6)

(南 より)
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Bl区第握 遺物
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(】ヒより)

2.Bl区 A拘咄 唇断面

(北西より)

Bl区B～BI」唇断面

(南 より)
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Bl区谷】メ剖研笏訓副知兄

(南西より)

2.Bl区 D―D土層断面(1)

(西より)

Bl区 D―D土層断面(2)

(北西より)
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(北西より)

2.BttK卜 G土層断面

(東 より)

3.B2区 F～F土層断面
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1.Bl区 第 7層出土遺物 (2)
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1.Bl区 第 7層 出土遺物 (3)
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1.Bl区 第 7層出土遺物 (4)
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